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鐸
鳶
遍
羅
駈
鉱
糠
纏
肇
髪
額
雄

筆
艮
異
な
三
族
の
共
存
の
脅
覆
個
あ
事
例
・
ぞ
し
て
検
討
す
・
．
そ
の
葉
各
地
・
お
い
て
藩
は
さ
ま
ざ
・
で
あ
窯
ギ
ー

リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
た
ち
は
、
地
域
の
特
殊
性
に
留
意
し
つ
つ
、
異
民
族
へ
の
対
処
の
し
か
た
を
模
索
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
、
た
こ
と
、
協
力
関
係
の
　
四

成
立
を
み
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
融
和
と
安
定
は
容
易
に
実
現
さ
れ
が
た
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
　
　
　
　
野
山
五
六
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一
号
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三
年
一
月
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

剛
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ロ
　
ト
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の
　
コ
　
　
　
ラ

　
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
が
「
槍
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
領
土
」
の
経
営
に
勇
躍
の
り
だ
し
た
と
き
、
ま
ず
直
面
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
枢
要
の
問
題

は
、
新
し
い
領
土
に
王
権
を
定
着
さ
せ
、
支
配
体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
方
策
を
、
ど
の
よ
う
な
形
で
施
行
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
て
い

た
。
彼
ら
と
は
異
質
な
民
族
の
文
化
・
伝
統
が
息
づ
く
荘
漠
と
し
て
広
大
な
領
土
、
こ
れ
を
統
轄
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
し
あ
た
り
ア
カ
イ

メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の
遺
制
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
、
ひ
と
つ
の
道
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
他
方
、
支
配
民
族
た
る
ギ
リ
シ
ア
・

マ
ケ
ド
ニ
ア
人
が
、
国
内
に
揺
る
が
ぬ
根
を
張
る
こ
と
も
、
ま
た
必
須
の
要
件
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
こ
こ
に
展
開
さ
れ
た
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
古
代
世
界
に
お
け
る
も
っ
と
も
驚
嘆
す
べ
き
所
業
の
ひ
と
つ
」
と
さ
え
評
さ
れ
る
、
か
の
都
市
建
設
・
植
民
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
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に
周
知
の
事
柄
に
属
し
よ
う
。
こ
う
し
て
都
市
建
設
・
植
民
政
策
は
、
初
期
七
レ
ウ
コ
ス
朝
の
支
配
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
歴
史

の
舞
台
に
登
場
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
帰
趨
は
、
王
国
の
命
運
を
象
徴
す
る
意
義
を
、
本
来
的
に
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
王
国
内
定
着
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
場
所
の
選
定

が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
さ
い
に
は
、
政
治
的
・
軍
事
的
・
経
済
的
事
情
を
ふ
ま
え
て
、
各
地
の
動
向
や
交
通
ル
ー
ト
の
問
題
、
あ
る

い
は
土
地
の
地
形
・
地
味
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
が
考
慮
の
対
象
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
結
果
的
に
、
な
ん
ら
か
の
形
で
既
存
の
住
地
を
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

用
し
た
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
例
え
ば
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
に
よ
る
と
、
マ
イ
ア
ン
ド
ロ
ス
河
畔
の
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ァ
の
地
に
は
、
以
前
シ
ュ
ン
マ
イ
ト
ス
と
ク
ラ
ナ
オ
ス
と

い
う
ま
ち
（
§
量
が
あ
・
た
と
い
抽
、
」
の
こ
と
か
ら
・
ギ
リ
シ
ア
屯
ケ
ド
ニ
ア
人
の
住
み
つ
い
た
カ
リ
ア
人
の
ま
ち
（
あ
る
い
は
村
落
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
発
展
し
、
さ
ら
に
シ
ュ
ノ
イ
キ
ス
モ
ス
を
行
な
っ
て
都
市
を
形
成
し
た
㍉
と
い
う
推
測
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
如
上
の
名
前

か
ら
カ
リ
ア
人
の
ま
ち
を
推
測
す
る
の
は
、
や
や
性
急
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
は
新
建
設
に
よ
る
軍
事
植
民
地
で
あ
っ
た
と
も
考
え

　
　
　
　
　
　
　
⑤

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
い
ま
ひ
と
つ
の
例
を
ひ
こ
う
。
同
じ
カ
リ
ア
の
ニ
ュ
サ
に
つ
い
て
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
ス
パ
ル
タ
か
ら
や
っ
て
き

た
ア
テ
ユ
ム
プ
ロ
ス
、
ア
テ
ユ
ム
ブ
ラ
ド
ス
、
ヒ
ュ
ド
レ
ロ
ス
の
三
兄
弟
が
、
そ
れ
ぞ
れ
都
市
を
建
て
、
自
分
の
名
を
と
っ
て
命
名
し
た
が
、

の
ち
に
こ
の
三
都
市
が
人
口
減
少
し
た
の
で
、
住
民
を
あ
わ
せ
て
ニ
ュ
サ
が
建
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
サ
の
人
々
は
ア
テ
ユ
ム
プ
ロ
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

創
建
者
と
み
な
し
て
い
る
、
と
。
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
シ
ュ
ノ
イ
キ
ス
モ
ス
に
関
し
て
は
、
そ
の
史
実
性
、
時
期
な
ど
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ

だ
が
、
ス
テ
パ
ノ
ス
・
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ス
の
記
事
や
碑
文
史
料
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
ア
テ
ユ
ム
ブ
ラ
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
セ
レ
ウ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ス
朝
が
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
、
先
の
三
つ
の
名
前
が
い
ず
れ
も
あ
き
ら
か
に
カ
リ
ア
名
で

　
⑧
あ
る
こ
と
は
、
言
過
で
き
ぬ
意
味
を
も
つ
。
ニ
ュ
サ
が
カ
リ
ア
人
の
村
落
を
土
台
に
し
て
で
き
た
こ
と
は
疑
え
ぬ
と
こ
ろ
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
都
市
に
よ
っ
た
例
と
し
て
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
北
部
、
ミ
ュ
グ
ド
ニ
ア
の
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
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ヘレニズム特代の都市と土着住民（大戸）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

こ
こ
は
往
昔
の
ニ
シ
ビ
ス
で
あ
り
、
セ
レ
ウ
コ
ス
一
世
に
よ
る
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
移
住
と
都
市
の
再
編
成
を
へ
て
、
ギ
リ
シ
ア
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

市
と
し
て
の
歴
史
を
開
始
し
た
。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
都
市
建
設
・
植
民
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、
新
来
の
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
と
土
着
人
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で

共
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
小
稿
は
、
こ
う
し
た
疑
問
に
出
発
す
る
。
た
し
か
に
、
手
鋤
り
は
い
ま
の
と
こ
ろ
き
わ
め
て
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
先
に
あ
げ
た

三
つ
の
事
例
を
も
含
め
て
、
既
存
の
住
地
と
の
関
係
が
知
ら
れ
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
名
前
の
変
遷
の
み
が
根
拠
で
あ
り
、
住
民
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

態
に
つ
い
て
如
上
の
関
心
に
応
ず
る
材
料
は
わ
ず
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
が
、
小
稿
で
は
、
乏
し
い
な
り
に
許
さ
れ
る
範
臨
で
の
模
索
を
試
み
て

み
た
い
と
思
う
。
さ
し
あ
た
っ
て
な
す
べ
き
は
、
住
地
・
住
民
構
成
か
ら
み
た
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
と
非
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
入

の
か
か
わ
り
あ
い
に
つ
い
て
、
関
連
史
料
を
収
集
し
、
整
理
と
吟
味
を
与
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
考
察
の
対
象
と
す
る
時
期
は
、
し
ば
ら
く
初
期
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
の
活
動
に
注
目
す
る
意
味
で
、
　
セ
レ
コ
ウ
ス
一
世
（
治
世
茶
器
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

～
二
八
一
）
か
ら
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
三
世
（
治
世
前
二
二
三
～
一
八
七
）
に
い
た
る
約
一
世
紀
間
に
限
定
す
る
。

①
≦
．
話
噂
羅
量
霞
ミ
§
嚢
軌
ら
9
ミ
傍
ミ
§
ω
乙
巴
マ
話
～
、
冨
鳥
ξ
二
6

　
》
暮
ぎ
巴
窪
α
O
■
↓
．
Ω
ほ
津
島
μ
’
ち
O
b
。
嘲
㌻
這
①
（
以
下
目
ρ
富
浦
O
と
略
記

　
す
る
）

②
O
断
．
ρ
中
＄
霞
層
ぎ
ω
気
色
二
。
諺
①
。
9
§
三
ρ
き
。
・
卑
・
・
8
冨
｝
①
ω
g
⑳
〈
ヨ
霧

　
プ
⑦
＝
仙
三
。
。
江
ρ
償
o
ρ
℃
二
心
。
首
巴
。
ヨ
㊦
簿
①
躍
〇
二
Φ
暮
り
肉
象
§
箕
吻
§
設
い
。
叙
ミ
“

　
智
§
い
b
弓
。
差
身
噛
く
＝
曽
お
α
9
や
り
縣
…
ノ
く
圏
～
く
「
目
㊤
≡
亀
目
ぎ
9
題
か
砺
持
切
§
㌃
ミ

　
§
ミ
営
ミ
3
ぎ
篇
①
匹
こ
お
㎝
一
二
》
・
↓
（
以
下
．
嵜
『
9
0
b
曇
」
と
略
記
）
。
主
要

　
な
交
通
ル
ー
ト
沿
い
の
す
ぐ
れ
た
可
住
地
に
は
、
古
く
か
ら
村
落
、
小
邑
、
都
市

　
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
統
治
政
策
の
面
か
ら
も
生
活

　
上
の
便
宜
か
ら
も
、
有
利
と
み
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

③
歪
凹
ξ
葉
叢
く
b
り
し
O
G
。
．

④
｝
鍛
．
ン
目
し
g
。
ρ
§
馬
Ω
艦
鰍
跨
ミ
§
肉
嚢
馬
ミ
ぎ
こ
ミ
噛
引
き
、
§
嚇
§
勲

　
悼
”
乙
①
色
こ
お
鐸
℃
．
お
（
以
下
冒
コ
①
ω
’
O
鴇
㌧
と
略
記
）
。
。
臨
＝
色
．
噂
§
馬

　
O
§
浮
Ω
§
》
§
起
義
塁
§
ミ
ミ
ミ
智
箋
ミ
§
L
詮
ρ
一
y
一
日
目
以
下
一
。
器
ρ

　
O
鳶
罫
9
童
と
略
記
）
。
ス
テ
パ
ノ
ス
・
ビ
臥
ザ
ン
テ
ィ
オ
ス
は
ア
ン
テ
ィ
オ
コ

　
ス
一
世
が
建
設
し
た
と
記
し
て
い
る
（
ω
富
豆
μ
．
む
謬
）
㍗
N
二
戸
く
．
．
」
濡
ミ
誉
§
〔
＝
〕
）
。

　
し
か
し
、
こ
の
項
に
お
け
る
ス
テ
パ
ノ
ス
の
説
明
は
、
ア
ソ
テ
ィ
オ
ケ
ィ
ア
が
ア

　
ソ
テ
ィ
オ
コ
ス
一
世
の
母
の
名
を
、
ラ
オ
デ
ィ
ケ
イ
ア
が
姉
妹
の
名
を
、
ニ
ュ
サ

　
が
妃
の
名
を
と
っ
て
命
名
さ
れ
た
と
す
る
な
ど
、
不
正
確
な
い
し
疑
問
の
点
が
多

　
く
（
母
は
ア
パ
マ
、
妃
は
ス
ト
ラ
ト
ユ
ケ
が
正
し
く
、
ラ
オ
デ
ィ
ケ
と
い
う
姉
妹
の
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名
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
o
団
■
o
っ
沖
艶
話
＝
P
．
ピ
9
a
遣
【
①
．
い
継
受
騒
H
炉
〔
一
り
鍾
〕
．

　
ω
℃
や
の
り
㊤
ぞ
謡
N
×
僑
愚
図
に
乏
し
い
。
か
く
て
．
建
設
．
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

　
初
期
セ
レ
ウ
ニ
ス
朝
の
都
市
建
設
活
動
の
一
環
と
み
る
こ
と
に
異
説
は
な
い
よ
う

　
で
画
の
る
。
O
P
／
「
幽
繍
．
の
O
ゴ
〇
二
げ
9
＜
Φ
び
ウ
凶
O
プ
2
一
〇
轟
一
糞
冨
O
プ
O
＝
ω
諏
三
↑
O
鱗
「
ヨ
乙
毎
で

　
σ
q
2
回
〆
、
O
＝
〉
す
訊
ε
蕊
震
匹
。
ヨ
O
門
O
つ
。
切
2
扁
玄
ψ
州
三
h
閑
α
ヨ
。
噌
N
①
貫
．
ぎ
幾
。
、
O
讐
3

　
Q
D
μ
三
唱
×
H
×
曜
顕
臥
二
〔
一
㊤
ミ
〕
雪
Q
っ
．
卜
。
刈
　
（
以
下
］
6
。
冨
三
6
二
・
。
一
，
▼
Q
。
焦
乙
｛
㌣

　
頓
葺
匿
毒
σ
q
O
ρ
と
略
記
）
…
H
（
．
轡
議
院
O
O
ダ
O
識
馬
き
ぎ
ぎ
O
偽
逡
ミ
“
ミ
や
b
o
．
〉
ρ
三
二

　
瞬
く
回
．
H
8
伊
ψ
b
o
㎝
㊤
叫
目
ρ
同
ジ
㌶
G
讐
℃
■
駐
O
～
鴇
…
｝
9
δ
。
っ
噂
G
肉
肉
拘
℃
．
お
．

　
ス
テ
パ
ノ
ス
は
ま
た
、
ア
ソ
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
が
、
か
つ
て
は
ピ
ュ
ト
ポ
リ
ス
と
呼

　
ば
れ
た
と
述
べ
て
い
る
が
（
。
。
．
ノ
・
．
、
」
旨
＆
§
ミ
〔
＝
〕
）
、
別
の
項
で
は
、
ピ
ュ

　
ト
ポ
リ
ス
は
後
の
ニ
ュ
サ
で
あ
る
と
し
て
お
り
（
。
。
．
♂
、
噂
自
亀
町
。
N
へ
り
）
、
混
乱
が

　
あ
っ
て
採
用
し
が
た
い
。
チ
ェ
リ
コ
ヴ
ァ
ー
は
、
ア
ソ
テ
ィ
ナ
ケ
イ
ア
が
シ
ュ
ノ

　
イ
キ
ス
モ
ス
に
よ
っ
て
で
き
た
こ
と
か
ら
、
ピ
ュ
ト
ポ
リ
ス
の
住
民
が
～
部
は
ア

　
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
に
う
一
部
は
ユ
ユ
サ
に
吸
収
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
と
い
う
が

　
（
↓
。
，
曾
巽
野
。
づ
、
負
。
っ
ひ
伸
三
8
σ
q
纂
【
乙
毎
“
σ
q
2
冒
・
ψ
留
）
、
充
分
説
得
的
と
は
い
え

　
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑤
　
覇
じ
こ
と
は
、
プ
リ
詠
ギ
ア
の
リ
ュ
コ
ス
河
畔
の
ラ
オ
デ
ィ
ケ
イ
ア
の
正
名
ロ

　
ア
ス
（
勺
｝
ヨ
こ
宅
暖
く
噛
鱒
⑩
噛
同
O
朝
）
に
．
つ
い
て
も
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ

　
し
8
．
涛
．
Q
っ
■
切
δ
護
葺
9
ご
ぎ
二
目
穿
§
§
§
節
｛
§
遷
黛
き
～
亀
§
W
渇
O
ミ
馬

　
（
Φ
畠
げ
団
円
．
司
同
p
三
肖
y
恐
く
噛
H
8
P
や
の
き
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑥
。
。
葺
嘲
メ
穿
く
し
誌
9
ワ
象
P

⑦
ス
テ
パ
ノ
ス
に
よ
れ
ば
、
ニ
ュ
サ
は
も
と
ア
テ
ユ
ム
ブ
ラ
と
呼
ば
れ
（
。
・
’
〈
．

　
、
、
」
も
ミ
葛
、
寝
）
、
建
設
者
は
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
一
世
で
、
命
名
は
そ
の
妃
の
名
に
よ

　
つ
た
（
㎝
ン
、
．
、
｝
↓
ミ
繋
ミ
〔
鷺
〕
）
と
い
う
。
さ
ら
に
、
前
二
八
一
年
、
セ
レ
ウ

　
コ
ス
～
世
と
ア
ソ
テ
ィ
オ
コ
ス
（
の
ち
の
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
一
世
）
が
、
ア
テ
ユ

　
ム
ブ
ラ
の
使
節
の
申
し
綴
に
好
意
を
示
し
た
こ
と
を
記
す
碑
文
（
1
＜
ン
、
9
嗣
O
一
窃
倉

　
ン
ぜ
砺
森
喬
範
辱
§
ミ
冶
ミ
、
ミ
駕
〔
腎
ミ
守
謎
き
§
ミ
．
§
、
審
．
さ
二
面
～
ミ
恥
噛
円
肖
α
q
牌
ぎ
N
鎧
コ
σ
q
甲

　
げ
Φ
津
図
▼
お
お
》
ω
．
①
⊆
。
“
Ω
切
9
≦
Φ
＝
Φ
。
。
、
肉
ミ
ミ
0
9
、
恥
題
博
§
織
§
題
慧
～
ぎ

　
き
ミ
ミ
防
§
鯉
嚇
、
ご
3
お
ω
倉
ロ
ρ
Φ
　
以
下
毒
・
濠
。
・
糟
勘
G
と
略
記
．
）

　
が
あ
り
、
セ
レ
ウ
キ
ス
、
ア
ン
チ
づ
ナ
キ
ス
と
い
う
部
族
名
も
知
ら
れ
る
（
！
、
o
謬

　
一
ピ
窮
8
。
特
」
ミ
9
’
幹
ゆ
。
。
1
た
だ
し
筆
者
未
兇
　
）
と
こ
ろ
が
ら
、
ス
テ
パ

　
ノ
ス
の
記
菓
と
あ
わ
せ
て
、
ニ
ュ
サ
の
建
設
を
ア
ン
テ
ィ
オ
ヌ
ス
一
世
に
帰
し
、

　
先
の
碑
文
に
い
う
出
来
事
が
あ
っ
て
の
ち
ま
も
な
く
、
シ
ュ
ノ
イ
キ
ス
モ
ス
が
行

　
な
わ
れ
た
と
す
る
説
が
眠
さ
れ
た
。
ン
｛
■
図
。
舞
。
～
．
欝
。
鞠
」
p
O
§
さ
篭
鳶
恥
き
畑
田
蕊

　
鰹
箕
。
謎
．
＜
屠
押
お
ト
。
Q
。
噛
や
一
Q
。
O
脚
芝
⑦
一
一
＄
℃
肉
9
℃
．
累
¶
（
た
だ
し
名
前
の
由
来

　
に
関
す
る
ス
テ
パ
ノ
ス
の
記
述
は
事
突
に
反
し
、
し
か
も
こ
の
項
に
は
他
に
も
混

　
晩
が
み
ら
れ
る
の
で
　
　
丁
霊
④
参
照
　
　
、
不
正
確
と
し
て
容
れ
ら
れ
な
い
。
）

　
と
こ
ろ
が
、
、
賦
も
q
嚢
為
㍗
へ
袋
℃
o
へ
お
よ
び
そ
の
形
容
詞
形
．
砥
も
。
襲
為
ミ
袋
ξ
り
は
、
他

　
の
工
つ
の
孟
夏
に
も
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
前
述
の
刻
文
と
同
じ
場
所

　
で
発
見
さ
れ
た
前
二
世
紀
の
刻
文
に
つ
い
て
は
、
説
明
の
余
地
が
あ
る
と
し
て
も

　
（
O
や
　
ノ
ン
「
①
一
一
Φ
o
ロ
層
　
沁
O
い
　
唱
・
　
b
二
①
一
）
、
前
三
世
紀
の
最
後
の
四
半
世
紀
の
も
の
と
さ
れ

　
る
デ
ル
ポ
イ
の
泰
献
碑
文
（
N
9
×
戸
戸
b
二
ら
ゆ
㎝
）
　
の
場
合
は
説
明
が
つ
か
な
い
。

　
o
や
タ
浮
男
昌
σ
q
㊦
”
、
客
》
、
ω
p
．
層
陶
肉
図
く
囹
梱
〔
H
㊤
ω
刈
冒
Q
D
℃
’
H
α
ω
餅
ニ
ュ
サ
が
シ
ュ
ノ
イ

　
キ
ス
モ
ス
に
よ
っ
て
で
き
あ
が
っ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か

　
し
v
そ
の
時
期
は
前
～
二
世
紀
末
以
降
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
ア
テ
ユ
ム
ブ
ラ

　
に
つ
い
て
は
、
殻
初
の
刻
文
か
ら
も
セ
レ
ゥ
コ
ス
一
世
あ
る
い
は
ア
γ
テ
ィ
オ
コ

　
ス
一
世
の
事
績
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
ス
テ
パ
ノ

　
ス
の
記
事
は
、
ア
テ
ユ
ム
ブ
ラ
の
成
立
が
ア
ソ
テ
ィ
オ
コ
ス
一
世
の
力
・
に
よ
る
と

　
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
、
と
も
解
さ
れ
よ
う
。
田
な
お
、
ス
パ
ル
タ

　
と
の
関
係
は
虚
構
に
す
ぎ
ま
い
。

⑧
圏
器
ρ
G
重
罪
や
心
ω
■
ア
テ
ユ
ム
ブ
ラ
に
つ
い
て
．
は
の
言
喜
．
ご
ご
｝
、
N
こ
。
・
ン
、
．

　
、
、
嵐
も
。
黛
も
も
袋
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

⑥
ω
葺
、
×
＜
H
し
る
。
。
層
や
裡
ご
コ
矧
悶
ご
宅
惹
く
押
罫
島
ぴ
置
）
ゴ
・
；
d
》
・
N
こ
切
梱

　
く
．
、
嵐
ミ
ミ
蓑
ミ
（
O
Q
）
…
℃
貯
峠
こ
い
駕
ぎ
Q
9
卜
。
．
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⑯
　
二
世
紀
初
め
の
碑
銘
（
O
N
9
①
G
。
α
φ
）
に
普
綬
変
祷
ン
、
叢
曽
e
、
と
あ
る
こ

　
と
に
も
と
つ
く
推
定
。
チ
ェ
リ
コ
ヴ
ァ
ー
は
プ
リ
ユ
ゥ
ス
の
記
事
（
℃
ぎ
ご
≧
な

　
く
㌍
ω
9
＝
刈
）
に
よ
り
、
カ
ト
イ
キ
ア
と
し
て
は
ア
ソ
テ
ィ
ゴ
ノ
ス
の
時
代
に
さ

　
か
の
ぼ
る
と
す
る
（
．
富
9
§
，
弾
。
づ
．
9
，
層
。
。
辱
ぎ
σ
q
善
三
き
α
蛮
2
同
‘
。
。
凸
り
O
）
が
、
誤

　
り
で
、
こ
の
記
事
は
む
し
ろ
セ
レ
ウ
コ
ス
一
世
の
建
設
を
う
ら
づ
け
る
も
の
で
あ

　
ろ
う
。
o
h
■
り
B
国
。
簿
。
く
庁
零
朝
日
、
ミ
⑭
o
亀
ミ
§
ミ
時
ら
9
さ
ミ
融
融
欲
へ
9
蔓
ミ
ミ
“

　
ミ
ミ
ミ
蕊
ミ
畔
§
い
、
ミ
．
囲
魑
一
り
念
讐
や
・
霜
①
　
（
以
下
％
o
ω
8
〈
伸
N
o
砕
砺
肉
蔑
陀
ミ

　
と
略
記
）
。

⑪
似
下
に
お
い
て
、
名
前
の
変
遷
の
み
が
手
掛
り
と
な
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
原

　
則
と
し
て
と
り
あ
げ
な
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
｝
8
0
鵬
■
G
肉
細
、
｝
層
㏄
魯
。
脱
芽
守

　
二
、
o
き
u
D
け
9
、
象
。
α
q
三
巳
毒
σ
⇒
§
■
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑫
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
の
政
策
と
し
て
み
た
揚
合
、
ア
パ
メ
イ
ア
の
条
約
に
よ
る
領
土

　
の
縮
小
と
国
力
の
弱
化
に
と
も
な
い
、
と
く
に
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
四
世
に
よ
っ
て
、

　
都
市
建
設
・
植
民
政
策
は
大
き
く
変
容
す
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
条
約
に
よ
り
タ
ゥ

　
ロ
ス
山
脈
以
西
の
小
ア
ジ
ア
が
セ
レ
ゥ
コ
ス
朝
の
領
土
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
結
果
、

　
こ
の
地
域
に
つ
い
て
は
新
し
い
歴
史
状
況
と
の
関
連
に
お
い
て
論
ず
る
必
要
が
生

　
じ
る
こ
と
、
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
限
定
す
る
こ
と
が
不
適
切
な
事

　
例
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
配
慮
し
た
い
。

二

ヘレニズム時代の都市と土着住民（大戸）

　
シ
リ
ア
は
、
セ
レ
ウ
コ
ス
王
顧
の
核
心
を
な
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
植
民
も
ま
た
集
中
的
に
行
な
わ
れ
た
地
方
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
重
視
さ
れ

た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
首
都
オ
ロ
ン
テ
ス
河
畔
の
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
、
軍
事
の
中
心
オ
ロ
ン
テ
ス
河
畔
の
ア
パ
メ
イ
ア
、
港
市
ピ
エ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ア
の
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア
お
よ
び
「
海
に
臨
む
」
ラ
オ
デ
ィ
ケ
イ
ア
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
四
大
都
市
も
、
そ
の
建
設
当
初
か
ら
、
先
住
の
土
着
人
と

無
縁
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
こ
こ
か
ら
論
を
起
す
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
が
建
設
さ
れ
る
以
前
、
そ
の
地
に
は
す
で
に
、
あ
る
程
度
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
エ
ア
人
が
移
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

②る
。
し
か
し
、
移
住
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
は
ご
く
小
規
模
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
セ
レ
ウ
コ
ス
一
世

以
後
に
、
こ
の
地
は
大
き
な
変
貌
を
と
げ
る
こ
と
に
な
る
。
ス
ト
ラ
ボ
ン
に
よ
る
と
、
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
は
拡
大
を
重
ね
て
四
つ
の
地
区
か
ら

構
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
セ
レ
ウ
コ
ス
一
世
の
建
設
に
か
か
る
の
は
第
一
地
区
で
、
第
二
地
区
は
「
多
数
の
住
艮
の
建
設
し
た
も
の
」
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

り
、
第
三
地
区
は
セ
レ
ウ
コ
ス
ニ
世
、
第
四
地
区
は
ア
ン
テ
イ
オ
コ
ス
四
世
に
よ
る
建
設
と
い
う
。
問
題
は
第
二
地
区
で
あ
る
が
、
従
来
の
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

究
は
ほ
と
ん
ど
一
様
に
、
こ
れ
を
セ
レ
ウ
コ
ス
一
世
が
土
着
の
シ
リ
ア
人
を
住
ま
わ
せ
た
地
域
と
推
測
す
る
。
こ
れ
は
、
推
測
に
す
ぎ
ぬ
と
は

5　（5）



　
⑤
い
え
、
こ
の
地
区
の
み
建
設
課
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
奇
妙
さ
と
あ
わ
せ
て
、
の
ち
に
多
数
の
シ
リ
ア
人
の
存
在
が
知
ら
れ
る
こ
と
を
考

え
る
と
き
、
た
し
か
に
も
っ
と
も
説
明
し
や
す
い
解
釈
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
あ
た
っ
て
い
る
な
ら
、
建
設
当
初
、
居

住
地
区
の
区
別
が
な
さ
れ
た
点
、
注
潤
す
べ
き
事
実
と
い
い
う
る
。

　
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
に
つ
い
て
は
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
存
在
が
問
題
と
な
る
。
ヨ
セ
フ
ス
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
す
で
に
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

レ
ウ
コ
ス
一
世
に
よ
っ
て
、
市
民
権
そ
の
他
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
と
同
等
の
諸
特
権
を
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
伝
承
に

は
疑
問
が
多
い
。
　
『
ユ
ダ
ヤ
古
血
』
、
『
ア
ピ
オ
ン
論
駁
』
に
く
ら
べ
て
護
教
論
的
誇
張
が
少
な
い
と
い
わ
れ
る
『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
』
に
は
、
セ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ウ
コ
ス
　
世
に
関
す
る
記
事
は
な
く
、
逆
に
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
三
世
以
後
ユ
ダ
ヤ
人
の
居
住
が
安
定
し
た
と
読
め
る
文
章
が
あ
る
。
そ
の
他
の

事
実
に
照
ら
し
て
も
、
シ
リ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
都
市
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
人
が
そ
の
役
割
を
演
ず
る
の
は
、
だ
い
た
い
前
二
〇
〇
年
頃
か
ら
の
ち
の

こ
と
で
あ
る
ら
し
輸
・
し
か
も
・
市
民
と
し
て
の
諸
特
権
を
行
使
し
よ
う
と
す
れ
ば
・
そ
れ
に
と
も
な
・
て
必
然
的
に
異
教
の
神
あ
崇
禁

要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
そ
れ
に
し
た
が
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。
ヨ
セ
フ
ス
の
記
事
の
信
慧
性
に
つ
い
て
は
、
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

定
的
立
場
を
と
り
た
い
と
思
う
。

　
ア
パ
メ
イ
ア
の
住
民
は
軍
事
植
民
者
か
ら
な
っ
て
い
た
。
マ
ラ
ラ
ス
に
よ
れ
ば
、
セ
レ
ウ
コ
ス
一
世
は
こ
の
地
に
パ
ル
ナ
ケ
ー
と
い
う
村

（
§
“
）
覧
出
し
た
と
』
・
ま
た
ス
ト
ラ
ボ
ン
は
・
ア
パ
メ
イ
ァ
が
「
最
初
の
マ
ケ
ご
一
ア
会
ち
」
に
よ
・
て
・
か
つ
て
は
ペ
ラ
と
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ば
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
か
ら
、
土
着
の
村
に
軍
事
植
心
地
が
建
設
さ
れ
、
の
ち
に
拡
充
さ
れ
て
ア
パ
メ
イ
ア
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら

　
　
⑫

れ
よ
う
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
ア
パ
メ
イ
ア
の
領
土
の
中
に
、
ラ
リ
サ
、
カ
シ
ア
ナ
、
メ
ガ
ラ
、
ア
ポ
ロ
ニ
ア
な
ど
、
従
属
関
係
に
立
っ
て
貢
税
す
る
多
数

　
　
　
　
　
⑬

の
ま
ち
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
ま
ち
が
、
お
そ
ら
く
は
す
べ
て
、
軍
事
植
民
者
を
受
け
い
れ
た
古
い
土
着
の
ま
ち
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ

　
　
　
⑭

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
従
属
関
係
は
、
史
料
の
う
え
で
は
前
二
世
紀
後
半
の
で
き
ご
と
と
関
連
七
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
起
源

を
い
つ
に
求
め
る
べ
き
か
は
さ
だ
か
で
な
い
。
し
か
し
、
ア
パ
ン
イ
ア
が
王
国
最
大
の
軍
事
基
地
で
あ
り
、
こ
こ
で
多
数
の
軍
馬
・
事
象
が
調
教

6　（6）



ヘレニズム時代の都市と土着住民（大戸）

さ
れ
、
兵
士
の
訓
練
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
の
便
宜
上
、
広
く
周
辺
に
存
在
す
る
ま
ち
と
の
関
係
が
は
や
く
か
ら
成
立
し
て
い
た
、

と
み
て
よ
い
で
は
な
い
か
。
上
記
の
ま
ち
と
の
関
係
の
、
少
な
く
と
も
一
部
は
、
前
三
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
つ
よ
い
と
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア
に
関
し
、
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
は
前
軍
世
紀
の
末
に
市
民
が
六
千
人
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
建
市
に
さ
い
し
て
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

辺
の
都
市
・
植
民
地
か
ら
移
住
し
た
と
推
察
さ
れ
る
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
子
孫
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
が
、
土
着
人
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
い
。
た
だ
ス
ト
ラ
ボ
ン
に
、
こ
こ
が
昔
は
ヒ
ュ
ダ
ト
ス
・
ポ
タ
モ
イ
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
と
い
う
説
明
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

文
字
ど
お
り
に
は
「
水
の
河
」
だ
が
、
現
地
名
の
直
訳
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
ラ
オ
デ
ィ
ケ
イ
ア
で
あ
る
が
、
史
料
は
や
は
り
僅
少
で
、
ス
テ
パ
ノ
ス
の
記
事
に
、
こ
こ
が
以
前
は
レ
ウ
ケ
ー
・
ア
ク
テ
ー
（
白
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

海
岸
）
、
さ
ら
に
以
前
は
ラ
ミ
タ
と
呼
ば
れ
た
と
あ
る
こ
と
、
マ
ラ
ラ
ス
が
、
か
つ
て
あ
っ
た
村
マ
ザ
ブ
ダ
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
、
を
あ
げ
う

る
に
と
ど
ま
る
。
先
住
民
が
た
ど
っ
た
運
命
に
つ
い
て
は
、
窺
い
知
る
す
べ
が
な
い
。

　
以
上
、
シ
リ
ア
の
四
大
都
市
に
つ
い
て
関
連
事
実
を
通
観
し
た
。
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア
と
ラ
オ
デ
ィ
ケ
イ
ア
の
場
合
、
手
掛
り
は
微
々
た
る
も
の

に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
総
じ
て
次
の
諸
点
を
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
一
に
、
土
着
の
住
民
と
そ
の
住
地
が
、
ポ
リ
ス
内
あ
る
い
は
そ
の
領
土
内
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
っ
た
と
考
え
う
る
こ
と
。
第
二
に
、
土
着

人
以
外
の
非
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
が
集
団
的
に
居
住
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
考
慮
に
い
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
新
建
設

に
さ
い
し
て
、
都
市
を
中
心
と
す
る
地
域
の
再
編
成
が
企
図
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
。
以
上
の
う
ち
、
第
三
の
点
に
つ
い
て
は
多
少
の
付
言

を
要
す
る
。
こ
れ
ら
の
都
市
が
王
国
の
核
心
を
な
す
地
方
の
、
し
か
も
と
り
わ
け
中
枢
的
な
役
割
を
果
す
べ
き
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
が
そ
の
建
設
と
拡
充
に
大
き
な
力
を
そ
そ
ぎ
、
単
な
る
拠
点
の
設
営
に
と
ど
め
な
か
っ
た
こ
と
そ
れ
自
体
は
、
あ
ま
り
に

も
当
然
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
ち
な
み
に
四
都
市
の
名
は
、
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
の
支
配
が
消
滅
し
て
の
ち
も
、
土
着
名
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
な
く
生
き
つ
づ
け
、
二
つ
は
ア
ラ
ビ
ア
人
の
地
理
学
者
の
時
代
ま
で
、
他
の
二
つ
は
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
ギ
リ
シ
ア
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
再
編
成
の
徹
底
を
示
す
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
土
着
の
住
地
・
住
民
お
よ
び
土
着
人
以
外
の
非
ギ
リ
シ
ア

7　（7）



・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
に
関
す
る
諸
事
実
が
、
そ
う
し
た
地
域
再
編
成
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
王
r

国
の
中
心
地
と
い
う
特
殊
条
件
を
ぬ
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
と
も
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
次
に
は
、
王
国
の
中
心
か
ら
遠
い
地
方
に
建
て
ら
れ

た
都
市
の
例
に
、
目
を
む
け
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
カ
リ
ア
の
ス
ト
ラ
ト
ニ
ケ
イ
ア
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
こ
こ
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
移
住
が
行
な
わ
れ
る
と
と
も
に
、
近
隣
の
諸
村
落
が
領
土
に
指
定
さ
れ
た
ら
し
い
。
ス
ト
ラ
ボ

ン
は
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。
ス
ト
ラ
ト
ニ
ケ
イ
ア
の
領
土
に
は
二
つ
の
神
殿
が
あ
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
ゼ
ウ
ス
・
ク
リ
ュ
サ
オ
レ
オ
ス
神
殿
は

全
カ
リ
ア
人
の
共
有
と
さ
れ
、
ク
リ
嵩
サ
オ
リ
コ
ン
連
合
と
呼
ば
れ
る
連
合
を
構
成
す
る
村
落
の
代
表
が
、
こ
こ
に
集
っ
て
供
犠
や
彼
ら
に
共

通
す
る
問
題
の
審
議
票
決
を
行
な
っ
て
い
た
。
　
「
ス
ト
ラ
ト
ニ
ケ
イ
ア
人
も
、
カ
リ
ア
人
の
生
れ
で
は
な
い
が
、
ク
リ
ュ
サ
オ
リ
コ
ン
連
合
の

村
落
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連
合
に
参
加
し
て
い
る
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
と
こ
ろ
で
、
す
こ
ぶ
る
興
味
深
い
こ
と
に
、
人
名
に
付
さ
れ
た
区
名
と
し
て
、
カ
リ
ア
風
の
名
前
が
多
く
の
碑
文
に
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
ら

は
、
カ
リ
ア
人
の
村
落
が
ス
ト
ラ
ト
ニ
ケ
イ
ア
の
領
土
に
入
れ
ら
れ
て
の
ち
、
そ
の
ま
ま
ポ
リ
ス
の
区
を
形
成
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
の
証
左

に
他
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
は
独
自
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
碑
文
は
す
べ
て
前
一
世
紀
以
降
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
諸

村
落
が
都
市
創
建
当
初
か
ら
区
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
、
な
お
問
題
が
あ
る
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
前
二
三
〇
年

頃
の
も
の
と
さ
れ
る
コ
ス
島
に
お
け
る
勝
利
者
の
リ
ス
ト
に
旨
、
ξ
へ
き
鳶
守
n
細
§
財
竃
良
魂
ミ
§
o
“
桑
畠
の
文
字
が
み
え
、
当
時
ス
ト
ラ
ト
ニ
ケ

イ
ア
が
ゼ
ウ
ス
・
ク
リ
．
一
サ
オ
レ
オ
ス
神
殿
を
中
心
と
す
る
村
落
連
舎
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
か
ら
、
連
合
に
属
す
る
村
落

を
領
土
と
し
て
所
有
し
た
の
は
早
い
時
期
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
創
建
時
の
決
定
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
「
（
領
土
と
し
て
）
所
有
す
る
」
と
は
何
を
意
味
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
村
落
連

合
は
純
宗
教
的
な
枠
を
越
え
た
問
題
を
も
審
議
票
決
す
る
。
し
か
も
都
市
の
参
加
は
ス
ト
ラ
ト
ニ
ケ
イ
ア
だ
け
で
は
な
い
。
早
い
例
と
し
て
は
、

前
二
〇
二
年
頃
の
決
議
と
さ
れ
る
デ
ル
ポ
イ
出
土
碑
文
が
ア
ラ
バ
・
ダ
の
受
認
示
証
し
て
い
鰍
・
さ
ら
に
は
誉
§
葺
§
財
§
亭
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ヘレ＝ズム時代の都市と土着注罠（大戸）

ミ
驚
へ
袋
ハ
と
い
う
表
現
。
以
上
の
事
実
に
か
ん
が
み
て
い
え
る
こ
と
は
、
ス
ト
ラ
ト
ニ
ケ
イ
ア
が
既
存
の
自
治
組
織
を
許
容
し
つ
つ
、
自
ら
ま

た
そ
れ
に
参
加
す
る
方
式
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
万
般
の
問
題
に
つ
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
史
料
は
伝

わ
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
新
し
い
支
配
の
網
が
従
前
の
体
制
の
う
え
に
か
け
ら
れ
た
こ
と
を
も
、
考
え
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

よ
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
カ
リ
ア
人
に
対
等
と
も
い
え
る
地
位
を
認
め
る
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
は
、
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
既
存
の
も
の
に
適
応
し
て
い
く
姿
勢
が
看
取
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
章
に
お
い
て
考
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
が
ら
、
初
期
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
の
都
市
建
設
・
植
民
に
お
い
て
、
非
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ

ア
人
へ
の
対
処
の
し
か
た
が
基
本
的
な
問
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
存
在
し
、
し
か
も
そ
れ
が
地
域
と
状
況
の
い
か
ん
に
よ
り
相
当
変
化
し
て
い
た

と
い
う
仮
説
が
導
か
れ
よ
う
。
で
は
、
そ
の
変
化
の
幅
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

し
か
し
、
　
と
も
か
く
そ
の
糸
口
を
求
め
る
た
め
に
は
、
　
さ
ら
に
多
く
の
具
体
的
な
事
例
が
探
索
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
非
ギ
リ
シ

ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
へ
の
対
処
の
し
か
た
は
、
そ
の
他
の
都
市
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
相
貌
を
呈
し
て
い
る
か
、
い
ま
し
ば
ら
く
検
討
を
つ
づ

け
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

①
o
。
「
り
×
〈
目
、
b
。
’
幽
噂
や
謹
讐
〉
℃
娼
こ
防
峯
G
。
刈
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
セ
レ

　
ウ
コ
ス
一
世
の
建
設
で
あ
る
が
、
ア
パ
メ
イ
ア
に
つ
い
て
は
、
ア
ソ
テ
ィ
オ
コ
ス

　
一
世
に
帰
す
る
ホ
ー
ニ
ヒ
マ
ソ
の
説
が
説
得
的
で
あ
る
。
　
国
．
寓
9
凱
α
q
ヨ
欝
ド
ξ

　
．
Q
O
鴇
昼
、
”
笥
肉
ド
男
。
夢
。
圃
〈
〉
瞬
〔
お
ω
b
。
〕
．
ω
娼
■
δ
＝
’

②
O
．
U
。
き
6
ざ
」
ミ
§
蔓
ミ
き
↑
ぎ
慕
ミ
騎
呈
、
、
3
》
6
ミ
娩
ミ
ミ
§
恥
、
。

　
馬
ミ
邑
憶
＆
○
§
喝
ミ
象
お
O
㌍
弓
℃
．
お
～
O
ら
。
●

③
ω
貫
、
×
＜
H
り
b
。
輸
合
や
誤
9
リ
バ
ニ
ウ
ス
は
第
三
地
区
を
ア
ソ
テ
ィ
オ
コ
ス

　
三
世
が
建
設
し
た
と
す
る
が
（
一
い
劉
げ
㊤
冨
一
二
ω
魑
0
3
　
）
ハ
H
噛
　
一
一
¢
）
、
ド
ー
ニ
ー
は
こ
れ

　
を
セ
レ
ゥ
コ
ス
ニ
世
が
始
め
て
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
一
二
世
が
庸
兀
成
し
た
も
の
と
解
し

　
て
い
る
（
O
o
ゴ
．
ま
）
、
”
o
》
ら
こ
■
’
や
縮
き
冨
一
〇
）
。
　
こ
こ
で
は
、
こ
の
点
と
く

　
に
問
わ
な
い
で
お
く
。

④
一
）
。
’
毒
。
ざ
愚
璽
ミ
‘
電
「
“
。
。
～
。
。
O
こ
8
。
μ
O
町
触
抽
毛
．
卜
。
爵
～
き
旧
8
婁
ど

　
窺
9
や
δ
c
。
噛
第
一
地
区
の
佳
域
が
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
で
あ
っ
た
こ
と

　
は
明
白
で
あ
る
。
ω
鉾
’
ご
P
ミ
こ
ソ
蜀
一
旬
霧
噂
℃
．
b
。
自
o
O
¶
切
。
出
三
い
笹
聖
回
貯
μ

　
9
註
×
押
潔
～
㊤
N
・
な
お
ス
ト
ラ
ボ
ン
と
矛
盾
す
る
σ
幽
o
O
こ
×
×
層
繕
8
③
の
記
事

　
は
、
一
般
に
混
同
な
い
し
写
本
の
誤
り
と
さ
れ
る
。
建
設
当
量
の
人
口
に
つ
い
て

　
は
0
9
毒
。
ざ
。
賢
職
へ
こ
℃
マ
G
。
図
～
c
。
b
◇
．

⑤
　
H
．
切
Φ
昌
N
冒
σ
q
禽
噛
、
〉
算
一
〇
畠
。
㌶
（
ド
）
、
需
h
目
〔
一
Q
。
8
〕
．
◎
∩
や
N
．
二
ω
は
、
古
く

　
か
ら
の
移
住
者
も
第
二
地
区
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
が
、
こ
れ
も
単
な
る

　
推
測
に
す
ぎ
な
い
。

⑥
｝
。
ψ
。
喜
二
臥
ミ
■
葺
｛
、
ω
層
H
伽
＝
り
～
漣
…
§
§
」
騒
§
・
呼
び
、
三
も
。
O
」

⑦
』
o
ω
¢
覧
ご
曉
ミ
．
＜
目
押
ρ
ω
姻
躯
ω
～
躯
ρ
こ
こ
で
「
王
ア
ソ
テ
ィ
オ
コ
ス
」
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と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
文
脈
上
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
三
世
（
図
．
蜜
震
。
窮
、
智
偽
㍗

　
特
ぎ
咳
く
一
目
〔
び
o
o
σ
Ω
舜
・
ω
。
。
．
ζ
9
》
一
丁
ら
。
魑
℃
．
お
㊤
）
と
も
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
四

　
世
（
＜
9
露
．
。
峰
。
ず
①
二
騨
。
〆
、
o
「
．
奪
ミ
ミ
瓢
乳
鳶
9
ミ
馬
訂
霜
、
ご
遵
§
ミ
、
ぎ
隠
三
皇
　
一
㊤
ま
曹

　
や
b
。
。
。
り
4
一
以
下
8
。
。
島
角
欝
。
く
①
き
ミ
葺
禽
q
■
辱
§
．
と
略
記
一
）
と
も
と

　
れ
る
が
、
前
者
を
、
よ
り
可
能
性
が
高
い
と
み
た
い
。
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
一
世
と

　
み
る
説
．
（
鵠
唱
o
Q
ρ
｝
■
月
7
P
O
岸
O
門
ざ
．
～
9
亀
田
ミ
萄
H
口
固
〔
目
O
O
ぴ
O
智
⑳
切
■
β
剛
9
〕
噛

　
一
露
N
拝
切
ミ
き
零
O
）
に
は
左
祖
で
き
な
い
。

⑧
撃
墜
舘
昆
ρ
愚
・
ミ
・
　
》
唱
鷲
嵐
聲
O
．
叫
．
球
。
言
『
＝
6
く
。
さ
ミ
≧
G
ミ

　
智
起
。
。
二
や
O
Q
悼
◎
。
凸

⑨
諸
権
利
は
と
も
か
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
存
在
そ
の
も
の
は
認
め
よ
う
と
す
る
説
も

　
あ
る
が
（
u
9
く
器
ざ
§
ミ
‘
電
撃
㊤
～
。
。
O
）
、
根
拠
に
乏
し
い
。

⑩
　
蜜
鉱
巴
僧
ρ
勺
鵠
O
ω
．
o
ら
し
d
g
P
お
そ
ら
く
発
音
の
類
似
す
る
セ
ム
系
の
名
前

　
で
あ
っ
た
ろ
う
。
8
。
，
o
げ
震
詩
9
く
Φ
δ
q
Q
裁
象
①
α
q
昌
々
毒
σ
q
①
コ
こ
ω
・
O
b
。
．

⑪
o
D
け
詳
×
く
押
b
。
噛
　
P
や
お
悼
■

⑫
　
チ
ェ
リ
コ
ヴ
ァ
ー
は
、
　
「
は
や
く
セ
レ
ゥ
コ
ス
以
前
に
、
こ
こ
に
は
お
そ
ら
く

　
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
植
民
地
が
あ
っ
た
」
と
し
て
ス
ト
ラ
ボ
ソ
を
ひ
き
（
↓
・
。
9
臼
7

　
評
9
く
①
μ
o
り
繊
象
①
α
q
急
心
山
雷
昌
σ
q
o
コ
ニ
ψ
曾
）
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
　
「
最
初
の
マ
ケ
ド

　
ニ
ア
人
た
ち
」
は
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ノ
ス
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
ず

　
つ
と
つ
よ
い
と
述
べ
て
い
る
け
れ
ど
も
（
○
．
円
．
Ω
艮
鵠
芸
噌
↓
ぎ
§
§
§
ミ
篤
塁

　
ミ
き
風
威
ミ
§
造
鳶
§
腰
ミ
句
ド
リ
ω
伊
や
嶺
O
）
、
ジ
ョ
ゥ
ン
ズ
は
、
デ
ィ
オ
ド
ロ

　
ス
に
よ
る
と
前
二
八
五
年
に
な
お
、
こ
こ
が
ペ
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で

　
（
回
）
一
〇
（
ド
曽
メ
M
（
H
句
悼
O
）
、
そ
う
と
す
れ
ば
軍
事
植
民
地
の
建
設
者
は
セ
レ
ウ
コ
ス

　
　
一
世
だ
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
ア
ッ
ピ
ア
ノ
ス
の
記
事
（
》
℃
℃
■
、
硲
3
鶉
）

　
と
も
符
合
す
る
、
と
主
張
し
て
い
る
（
冒
器
ρ
O
轄
抽
や
躯
ヨ
昌
0
3
器
）
。
ジ

　
ョ
ゥ
ソ
ズ
説
を
妥
当
と
考
え
た
い
。

｛
⑬
　
ω
電
こ
×
く
H
噛
b
o
”
一
ρ
や
鴫
窃
飴
闘
∪
6
ユ
こ
×
×
×
目
目
噛
心
p

．
⑭
冒
昌
。
ω
’
O
身
抽
．
署
．
・
。
お
磐
二
高
㎝
・
。
き
富
卜
。
。
。
¶
例
え
ば
、
ラ
リ
サ
に
つ
い

　
て
ス
テ
パ
ノ
ス
は
シ
リ
ア
人
が
シ
ザ
ラ
と
呼
ん
だ
と
し
て
い
る
が
（
ω
叶
。
も
劉
ご
ご
団
N
‘

　
ω
・
く
・
臥
黙
も
へ
q
袋
〔
①
〕
）
、
　
こ
れ
は
ア
マ
ル
ナ
文
霞
に
あ
ら
わ
れ
る
ジ
ソ
ザ
…
ル
で

　
あ
ろ
う
。
カ
シ
ア
ナ
は
あ
き
ら
か
に
土
着
名
で
あ
る
、
な
ど
。

⑮
　
憎
。
ぞ
げ
‘
＜
、
ロ
ド
ベ
ロ
ッ
ホ
は
全
人
口
を
三
万
人
と
推
定
す
る
。
切
。
掃
。
。
劉

　
o
》
ミ
’
o
っ
噛
．
駅
q
＞
旨
旨
・
．
b
。
・

⑮
　
と
ズ
に
ポ
シ
デ
イ
オ
ソ
か
ち
の
移
住
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ホ
ー
ニ
ヒ
マ
ソ

　
の
い
う
よ
う
に
、
∪
凶
。
島
二
×
×
噛
鼻
N
㊦
に
も
真
爽
が
含
ま
れ
て
い
る
と
み
て
、

　
ア
ン
テ
ィ
．
ゴ
ネ
イ
ア
か
ら
も
移
住
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
｝
0
5
ゆ
ρ
O
肉
肉
挿
や
鐸
6
。
｝
国
。
ゆ
一
α
q
ヨ
四
謬
戸
、
ω
o
冨
鐸
げ
。
倒
（
悼
）
．
魑
淘
肉
P
図
。
汐
。

　
同
同
箆
μ
〔
　
り
鎗
〕
曜
ω
℃
唱
．
二
◎
◎
㎝
～
◎
◎
①
．

⑰
月
の
。
冨
島
3
つ
．
聲
Q
。
葺
号
α
q
急
巳
岳
σ
q
窪
■
7
ψ
①
9

⑱
o
っ
け
Φ
菩
．
b
6
養
‘
匂
。
’
く
．
」
§
勲
腎
ミ
■

⑲
窯
9
。
巨
婁
や
・
。
8
㊦
P
b
づ
。
暮
幽

⑳
｝
匂
。
昌
①
。
ワ
層
O
鳴
勘
抽
℃
や
鱒
島
勲
コ
住
盆
同
昌
。
陸
。
鵠
．

⑳
　
ス
テ
パ
ノ
ス
に
よ
れ
ば
、
ア
ソ
テ
ィ
オ
コ
ス
一
世
が
建
設
し
、
妃
の
名
を
と
つ

　
て
命
名
し
た
と
い
う
（
Q
臨
富
嘗
．
．
b
ご
養
‘
ω
．
〈
■
財
凡
、
紳
ミ
～
驚
ミ
）
。
他
方
、
ア
ッ

　
ピ
ア
ノ
ス
が
セ
レ
ウ
コ
ス
　
世
の
建
設
に
か
か
る
も
の
と
し
て
あ
げ
て
い
る
都
布

　
の
な
か
に
ス
ト
ラ
ト
エ
ケ
イ
ア
の
名
が
あ
り
、
こ
れ
は
カ
リ
ア
の
ス
ト
ラ
ト
ニ
ケ

　
イ
ア
を
さ
し
て
い
る
ら
し
い
（
〉
℃
℃
こ
　
ど
噛
、
’
α
“
）
。
し
か
し
、
ル
ー
ゲ
も
い
う
よ

　
う
に
、
セ
レ
ウ
ロ
ス
一
世
が
カ
リ
ア
の
支
配
を
掌
中
に
し
た
の
は
、
前
二
八
一
年

　
の
コ
ル
ペ
デ
ィ
オ
ン
の
戦
以
後
の
こ
と
で
、
そ
れ
に
先
立
つ
前
二
九
四
年
頃
、
彼

　
は
ス
ト
ラ
ト
ニ
ケ
を
離
鋼
し
て
、
息
子
ア
ソ
テ
ィ
オ
コ
ス
（
一
世
）
に
与
え
て
い

　
る
の
だ
か
ら
、
ス
テ
パ
、
ノ
ス
の
説
明
が
妥
当
で
あ
る
。
≦
■
ロ
ロ
σ
q
や
．
ω
鉾
鉾
。
ロ
7

　
冨
智
．
層
自
署
b
。
．
閑
。
ぎ
。
旧
く
〉
日
億
り
ω
ご
魎
。
り
℃
■
。
。
b
っ
悼
■
た
だ
し
ベ
ロ
ッ
ホ
は
、
ア
ン

　
テ
ィ
オ
コ
ス
ニ
世
も
、
建
設
者
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
切
。
｝
o
o
劉
。
》

　
ミ
計
Q
Q
，
謡
ρ
確
実
な
こ
と
は
い
え
な
い
わ
け
だ
が
、
　
本
稿
に
と
っ
て
は
、
初
期

　
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
の
建
設
と
み
て
お
け
ば
充
分
で
あ
る
。
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⑫
　
箋
↓
ミ
ミ
窺
ミ
慶
融
＆
亀
e
℃
（
ω
卍
巴
こ
×
目
く
b
b
μ
℃
■
①
①
O
）
噂
ミ
さ
の
ミ
朝
鳶
＆
黛

　
℃
s
℃
（
Q
Q
8
喜
●
し
d
》
、
N
・
L
o
ρ
露
こ

愚
ω
貫
」
o
ρ
o
搾

⑳
O
u
邑
二
簿
ρ
9
窃
貫
H
塁
。
身
）
梓
圃
9
ゴ
。
。
盛
①
望
讐
5
し
尊
G
亀
×
目
〔
一
。
。
。
。
刈
〕
や
ω
。
。
・

蓼
↓
戸
回
（
冨
ρ
蛤
ミ
O
塁
忌
画
き
帯
へ
騎
讐
ミ
ミ
割
き
ミ
月
山
偽
§
ミ
§
周
讐
㌦
題
ミ
魯
卸
§

　
凄
簗
§
層
一
鎗
。
。
’
ω
9
ゆ
　
（
筆
者
未
見
Q
　
い
〉
．
○
．
び
震
害
ジ
澤
。
署
。
ω
〇
三
緊
幽
。
コ

　
p
コ
創
U
Φ
影
o
o
峯
。
《
写
葭
Φ
罵
①
三
民
一
〇
男
㊦
ユ
2
巴
圃
の
ヨ
暫
Q
蕊
鯵
重
三
賊
、
o
、
．
×
U
〔
一
㊤

　
臨
〕
’
℃
．
刈
。
。
㊦
ω
や
嵩
0
8
切
謬
ρ
一
乙
コ
に
よ
る
。
）

嬢
　
O
O
8
b
。
ω
蒔
な
お
こ
の
関
連
で
、
ア
ラ
パ
ン
ダ
が
前
三
世
紀
中
頃
、
ア
ン
テ
ィ

　
オ
コ
ス
ニ
世
治
下
に
お
い
て
、
す
で
に
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
と
名
を
改
め
て
い
た

　
と
す
る
L
・
ロ
ベ
ー
ル
の
説
に
注
目
し
た
い
。
9
ソ
リ
コ
。
＝
Φ
髭
3
時
ミ
園
塁

　
㍉
愚
喧
、
§
ミ
鴨
ミ
犠
．
ミ
無
。
㌣
馬
恥
篭
ミ
ミ
い
■
談
話
L
鐙
卜
。
二
冒
．
畔
驚
．

三

ヘレニズム時代の都市と土着像民（大戸）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ト
　
イ
　
キ
　
ア

　
初
期
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
の
植
民
政
策
に
お
い
て
、
主
流
と
な
っ
た
の
は
都
市
の
建
設
で
は
な
く
、
軍
事
植
民
地
の
設
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

如
ず
シ
ア
人
の
意
識
か
ら
す
れ
ば
・
住
む
べ
き
は
な
に
吉
も
ポ
リ
ス
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
・
た
が
・
都
市
建
設
が
大
変
な
蘂
で
あ

る
こ
と
と
、
広
域
の
安
定
が
ま
ず
望
ま
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
実
現
を
む
ず
か
し
く
し
た
。
か
く
て
、
安
定
発
展
の
あ
か
つ
き
に
は
ポ
リ
ス
に
昇

格
す
る
こ
と
を
前
提
し
つ
つ
、
多
く
の
軍
事
植
民
地
が
建
設
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
軍
事
植
民
地
も
ま
た
、
し
ば
し
ば
既
存
の
ま
ち
や
村

落
を
利
用
し
た
ら
し
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
テ
ユ
ア
テ
イ
ラ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
テ
ユ
ア
テ
ィ
ラ
は
リ
ュ
デ
ィ
ア
の
ヵ
ト
イ
キ
ア
で
あ
る
。
ペ
ル
ガ
モ
ン
や
サ
ル
デ
ィ
ス
、
あ
る
い
は
マ
グ
ネ
シ
ア
、
ス
ミ
ュ
ル
ナ
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

道
路
の
結
節
点
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
、
そ
の
名
前
か
ら
も
歴
史
の
古
さ
は
知
ら
れ
る
が
、
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
と
し
て
も
早
く
か
ら
入
植
を

　
　
　
　
　
④

開
始
し
て
い
た
。

　
こ
の
テ
ユ
ア
テ
イ
ラ
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
語
句
を
記
し
た
碑
文
断
片
が
あ
る
。
　
「
王
セ
レ
ウ
コ
ス
に
。
テ
ユ
ア
テ
イ
ラ
に
い
る
マ
ケ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ニ
ア
人
の
指
揮
官
た
ち
お
よ
び
兵
士
た
ち
は
」
駒
霞
ミ
浮
触
』
隻
。
葺
e
〔
馬
〕
凡
O
℃
怖
℃
O
q
黛
需
号
。
内
ミ
食
蒜
窃
斗
§
℃
。
一
斗
。
園
。
激
n
融
袋
～
9
q
ミ
尋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

§
貯
§
い
ま
ひ
と
つ
の
断
片
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
テ
ユ
ア
テ
イ
ラ
近
鋳
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
た
ち
は
扁
〔
急
呈
醤
～
②
誌
需
〔
ミ
食

ミ
陵
」
需
勅
轡
8

11 （11）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
こ
こ
で
↓
、
ケ
ド
ニ
ア
人
が
、
「
～
に
い
る
」
あ
る
い
は
「
～
近
傍
の
」
と
い
う
前
置
詞
を
と
も
な
う
形
で
記
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。

そ
れ
は
マ
ケ
ド
エ
ア
人
が
他
の
佐
民
と
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
厳
密
に
い
え
ば
、
ソ
こ
こ
で
の
区
別
ど
は
、

碑
文
の
内
容
を
な
す
決
議
を
行
な
っ
た
主
体
が
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
で
あ
っ
て
他
の
住
民
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
が
ど
こ
ま

で
身
分
権
利
や
居
住
地
区
の
区
別
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
憶
測
は
控
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
軍
事
植
民
地
建
設
の
早
い
段
階

⑧で
、
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
が
土
着
人
と
自
分
た
ち
を
区
別
し
た
ひ
と
つ
の
例
が
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
、
次
の
事
例
の

検
討
に
移
り
た
い
。

　
シ
ピ
ュ
ロ
ス
山
近
く
の
マ
グ
ネ
シ
ア
は
、
名
前
か
ら
受
け
る
印
象
と
相
違
し
て
ギ
リ
シ
ア
都
市
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

植
民
者
お
よ
び
駐
屯
軍
が
住
ま
う
、
機
構
の
未
発
達
な
ま
ち
で
あ
っ
た
。
前
二
四
三
年
頃
、
こ
の
マ
グ
ネ
シ
ア
と
リ
ュ
デ
ィ
ア
の
有
力
都
市
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ミ
ュ
ル
ナ
と
の
間
に
、
シ
ュ
ン
ポ
リ
テ
イ
ア
の
条
約
が
結
ば
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
碑
文
が
あ
る
。
こ
の
条
約
に
よ
リ
ス
ミ
ュ
ル
ナ
の
市
民
権
を

得
た
マ
グ
ネ
シ
ア
の
住
民
は
、
碑
文
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
e
　
マ
グ
ネ
シ
ア
に
い
る
カ
ト
イ
コ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
⇔
　
野
営
す
る
兵
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
⇔
　
そ
の
他
の
マ
グ
ネ
シ
ア
住
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
は
じ
め
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
軍
役
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
を
さ
し
、
最
後
の
グ
ル
ー
プ
が
軍
事
に
関
与
し
な
い
住
民
を
さ
し
て
い
る
こ
と
は

疑
い
な
い
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
う
ち
最
後
の
グ
ル
ー
プ
に
「
自
由
人
に
し
て
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
る
か
ぎ
り
の
」
　
咲
q
ミ
を
勧
q
ミ
〔
凸
隷
題
憩
。
“
．
鳶
蔵
袋
～

　
　
　
⑮

．
、
乗
気
経
の
り
と
い
う
限
定
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
は
な
は
だ
重
要
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
マ
グ
ネ
シ
ア
に
は
、
こ
の
条
件
に
該
当

し
な
い
住
民
が
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
住
民
は
あ
き
ら
か
に
劣
格
の
存
在
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
民
族
に
よ
る
区
別
が
も
ち
だ
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
特
記
に
値
し
よ
う
。
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ヘレニズム時代の都市と土着住民（大戸）

　
と
こ
ろ
で
ス
ミ
ュ
ル
ナ
は
、
同
じ
機
会
に
、
マ
グ
ネ
シ
ア
の
近
く
に
あ
る
パ
ラ
イ
マ
グ
ネ
シ
ア
と
い
う
要
塞
の
住
民
に
も
市
民
権
を
与
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ク
レ
ー
ロ
ス
の
所
有
を
保
証
し
た
。
こ
の
パ
ラ
イ
マ
グ
ネ
シ
ア
の
兵
士
た
ち
の
な
か
に
は
、
　
「
オ
…
マ
ネ
ス
夏
鳶
の
ペ
ル
シ
ア
人
」
が
い
て
、

さ
き
の
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
約
が
特
殊
な
状
況
の
も
と
で
締
結
ざ
れ
た
こ
と
か
ら
、

説
明
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　
前
二
四
六
年
に
始
ま
っ
た
第
三
次
シ
リ
ア
戦
争
は
、
こ
の
条
約
が
結
ば
れ
た
時
点
で
な
お
終
結
し
て
い
な
い
。
碑
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
へ
の
忠
誠
を
終
始
堅
持
し
た
ス
ミ
ュ
ル
ナ
が
、
マ
グ
ネ
シ
ア
を
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
陣
営
に
つ
な
ぎ
と
め
よ
う
と
し
た
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

う
か
ら
、
こ
の
条
約
は
起
案
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
マ
グ
ネ
シ
ア
の
兵
士
た
ち
が
、
す
で
に
離
反
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
多
か
れ
少
な
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

不
穏
の
気
配
を
示
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
マ
グ
ネ
シ
ア
住
民
の
主
導
権
が
兵
士
た
ち
に
よ
っ

て
握
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
碑
文
の
文
面
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
ミ
ュ
ル
ナ
側
の
申
し
出
に
応
じ
て
マ
グ
ネ

シ
ア
側
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
節
団
は
、
カ
ト
イ
コ
イ
か
ら
二
名
、
野
営
す
る
兵
士
た
ち
か
ら
二
名
、
計
四
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
さ
き
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

げ
た
第
三
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
選
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
兵
士
た
ち
の
動
静
こ
そ
は
、
ス
ミ
ュ
ル
ナ
が
な
に
よ
り
も
懸
念
し
て
や
ま
ぬ

と
こ
ろ
で
あ
り
、
パ
、
ラ
イ
”
、
グ
ネ
シ
ア
の
ペ
ル
シ
ア
人
に
対
す
る
措
置
は
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
状
況
如

何
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
措
置
も
生
じ
え
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
状
況
が

許
し
さ
え
ず
れ
ば
民
族
に
よ
る
区
別
を
も
ち
だ
す
こ
と
と
、
い
わ
ば
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
た
。
マ
グ
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
移
住
し
て
き
た
ギ

リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
と
土
着
の
佳
民
と
の
間
に
、
す
で
に
一
定
の
区
別
が
行
な
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
そ
れ
で
維
持

さ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
市
民
権
賦
与
に
さ
い
し
て
付
さ
れ
た
条
件
は
、
状
況
に
よ
っ
て
た
ち
ど
こ
ろ
に
変
化
す
る
ギ
リ
シ
ア
・

マ
ケ
ド
ニ
ア
人
側
の
姿
勢
を
、
は
し
な
く
も
示
証
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
マ
グ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
非
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
身
分
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
マ
グ
ネ
シ
ア
に
近
い
サ
ル
デ
ィ
ス
の
場
含
が
、
参
照
す
べ
き
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
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サ
ル
デ
ィ
ス
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
か
つ
て
の
り
ュ
デ
ィ
ア
王
国
の
首
都
で
あ
り
、
王
国
倒
壊
後
は
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の
小
ア
ジ
ア
支
配
の

中
心
と
し
て
、
重
き
を
な
し
た
都
市
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
進
軍
し
て
き
た
と
き
、
こ
の
都
市
は
い
ち
は
や
く
降
服
し
、
リ
ュ
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ア
人
の
法
の
維
持
を
許
さ
れ
た
。
し
か
し
当
時
、
都
市
と
し
て
の
行
政
組
織
は
整
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
の
治
下
に
入
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
の
ち
、
小
ア
ジ
ア
統
治
の
核
と
し
て
文
書
局
が
置
か
れ
る
一
方
、
都
市
の
機
構
整
備
も
進
め
ら
れ
、
前
三
世
紀
の
中
頃
に
は
、
す
で
に
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

シ
ア
都
市
の
形
を
な
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
ロ
ベ
ー
ル
は
、
そ
の
詳
細
な
小
ア
ジ
ア
の
人
名
研
究
の
な
か
で
、
次
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
前
四
世
紀
の
終
り
頃
、
条
約
締

結
の
た
め
ミ
レ
ト
ス
に
赴
い
た
使
節
の
名
は
、
す
べ
て
土
着
名
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
初
期
に
な
る
と
、
若
干
土
着
名
の

な
ご
り
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
、
固
有
名
詞
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
ギ
リ
シ
ア
名
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
前
軍
世
紀
の
間
に
生
じ
た
も
の
と
考
え

　
　
　
　
⑳

ら
れ
る
、
と
。
こ
の
事
実
は
、
土
着
人
層
の
ギ
リ
シ
ア
化
が
進
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
全
体
的
対
立
関
係
の

存
在
を
否
定
す
る
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。

　
し
か
し
、
サ
ル
デ
ィ
ス
の
土
着
帯
金
体
を
、
ひ
と
し
な
み
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
ら
の
階
層
・
身
分
関
係
に
つ
い
て
、
一
条
の
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
あ
て
て
く
れ
る
碑
文
が
あ
る
。
サ
ル
デ
ィ
ス
の
ア
ル
テ
ミ
ス
神
殿
の
内
壁
で
発
見
さ
れ
た
こ
の
碑
文
は
、
ム
ネ
シ
マ
コ
ス
と
い
う
人
物
の
資

産
を
対
象
と
し
て
、
彼
と
神
殿
と
の
間
に
結
ば
れ
た
契
約
、
お
よ
び
こ
の
契
約
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
後
に
取
り
計
ら
わ
れ
た
措
置
に
関
す
る
記
載

を
内
容
と
す
る
。
こ
の
契
約
自
体
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
す
べ
き
問
題
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ま
は
さ
て
お
き
、
碑
文
の
第
一
欄
に
あ
げ
ら

れ
た
諸
物
件
が
、
神
殿
あ
る
い
は
個
人
の
資
産
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
考
察
し
て
い
る
時
代
の
サ
ル
デ
ィ
ス
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
の
み
を

ふ
ま
え
、
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
e
　
資
産
に
は
村
落
　
（
硫
e
装
ミ
）
、
ク
レ
ー
ロ
ス
、
宅
地
（
。
～
無
二
窃
黛
）
な
ど
が
含
ま
れ
、
農
民
（
N
§
へ
）
、
奴
隷
（
。
群
踏
ミ
）
が
労
働
し

て
い
た
。

　
⇔
　
彼
ら
は
、
土
地
と
と
も
に
、
抵
当
に
入
れ
ら
れ
た
（
あ
る
い
は
売
渡
さ
れ
た
）
。
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ヘレニズム晴代の都市と土着住民（大芦）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
⇔
　
二
つ
の
ク
レ
ー
ロ
ス
に
属
す
る
六
名
の
奴
隷
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
付
記
さ
れ
た
父
親
、
祖
父
の
名
前
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

彼
ら
が
土
着
の
リ
ュ
デ
ィ
ア
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
農
民
、
奴
隷
に
と
っ
て
は
、
サ
ル
デ
ィ
ス
を
支
配
す
る
も
の
が
り
ュ
デ
ィ
ア
人
で
あ
れ
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
で
あ
れ
、

被
支
配
者
と
し
て
労
働
す
る
こ
と
に
変
り
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
土
着
人
の
上
層
階
級
と
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
関
係
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。
さ
き
に
み
た
人
名
の
変
化
は
、
サ
ル
デ
ィ

ス
に
お
け
る
土
着
人
の
ギ
リ
シ
ア
化
を
、
い
か
ほ
ど
か
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
サ
ル
デ
ィ
ス
の
行
政
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行
な

わ
れ
、
土
着
人
は
ど
の
よ
う
な
形
で
そ
れ
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
土
着
人
の
一
部
が
「
市
民
」
に
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ぬ
で

　
　
⑭

は
な
い
。
が
、
　
「
ポ
リ
ス
」
な
る
も
の
の
実
体
は
、
土
着
人
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
存
在
し
、
そ
う
し
た
前
提
に
立
っ
て
、
土
着
人
と
上
層
階
級

と
の
接
近
が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
、
否
定
し
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
な
お
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

①
目
㊤
ヨ
層
寅
9
℃
■
に
伊

②
養
零
ミ
黛
ミ
§
＆
含
§
（
ω
葺
．
×
獄
鰹
彪
「
野
℃
■
露
㎝
）
ス
テ
パ
ノ
ス
は
ポ

　
リ
ス
と
し
て
い
る
が
（
ω
冨
喜
、
切
語
’
、
。
・
幽
く
．
9
黙
試
伽
智
）
、
以
下
本
文
で
と
り

　
あ
げ
る
碑
文
の
表
現
か
ら
、
少
な
く
と
も
当
初
は
、
カ
ト
イ
キ
ア
と
し
て
ス
タ
ー

　
ト
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
開
〇
｝
年
、
ピ
リ
ッ
ボ
ス
五
世
を
順
験
し
た
も
の
と

　
推
定
さ
れ
る
刻
文
断
片
（
切
O
箱
×
囲
〔
一
Q
o
Q
Q
刈
〕
”
や
一
〇
腿
ロ
ρ
b
σ
望
遠
恥
×
×
×
＜
籍

　
〔
一
Φ
嵩
〕
噛
や
＝
O
コ
。
．
N
ω
）
は
、
　
「
評
議
会
お
よ
び
民
会
」
の
名
に
お
い
て
述
べ

　
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
の
ち
に
は
ポ
リ
ス
的
機
構
を
備
え
る
に
い
た
っ
た
ら
し
い
。

　
た
だ
し
、
ど
こ
ま
で
完
全
な
ポ
リ
ス
に
な
っ
た
か
は
間
題
で
あ
る
。

③
そ
の
接
通
辞
は
、
他
の
地
名
に
も
類
例
が
あ
る
が
、
リ
ュ
デ
ィ
ア
語
で
「
要

　
塞
」
を
意
味
し
た
ら
し
い
。
　
ω
．
男
。
甘
き
罫
涛
肉
“
目
切
口
。
。
り
O
〕
－
や
設
…
い

　
民
㊦
ニ
ロ
ロ
α
〉
．
く
O
昌
℃
器
ヨ
①
お
8
一
ジ
切
①
昆
。
げ
仲
　
暮
げ
¢
目
㊦
ぎ
O
山
月
窪
㊦
　
図
⑦
δ
o

　
ぎ
巨
賓
臼
。
鵠
質
旨
島
舘
茜
話
詳
N
o
コ
匹
Φ
嵩
O
o
玄
0
8
p
H
9
二
〇
蕊
融
三
。
。
鷺
｛
三
回
諄
這
二
「

　
b
§
ぎ
蟻
ミ
駁
～
§
織
ミ
§
鈷
転
ぎ
恥
§
誉
恥
ミ
§
駿
価
浅
藍
ミ
、
§
§
ミ
帆
§
層

　
弱
三
〇
ω
ε
窪
。
・
。
7
三
界
。
房
。
冨
ヨ
p
器
ρ
団
鼻
ゼ
＜
H
H
噛
》
宴
」
し
㊤
竃
り
ψ
。
。
刈
■

　
プ
リ
ニ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
も
と
ペ
ロ
ピ
ア
な
い
し
エ
ウ
ヒ
ヅ
ピ
ア
と
い
い
（
歪
ぎ
‘

　
≧
驚
く
讐
ω
口
際
α
）
、
　
ス
テ
パ
ノ
ス
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
の
べ
ロ
ペ
イ
ア
あ
る
い

　
は
セ
ミ
ラ
ミ
ス
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
ω
悼
①
唱
げ
’
　
解
団
N
；
　
一
〇
〇
’
　
O
一
辺
）
Q
ま
た
一
碑
文
断

　
片
（
Q
■
寄
§
目
H
9
。
。
。
。
り
〕
も
し
ω
の
き
』
）
に
は
財
傷
ミ
為
袋
兼
へ
や
陶
粂
＄
㌶
へ
象

　
⑦
鼠
鼠
ミ
寝
の
文
字
が
読
ま
れ
、
い
ず
れ
も
問
題
に
な
り
う
る
が
、
し
か
し
、
こ

　
れ
ら
を
手
掛
り
に
テ
ユ
ア
テ
イ
ラ
の
古
名
を
論
じ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
よ
う
で

　
あ
る
。
U
噂
フ
貯
α
q
［
ρ
鵠
。
ミ
§
い
需
ミ
馬
註
誉
ミ
旨
憲
§
、
嚇
ミ
ミ
馬
き
ミ
ミ
馬
ぎ

　
同
、
ミ
蕊
O
§
馬
ミ
鴇
ミ
帖
ミ
G
》
マ
帖
界
コ
噂
お
8
り
や
O
謡
．

④
建
設
者
に
つ
い
て
は
、
セ
レ
ゥ
コ
ス
一
世
と
み
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
艶

　
u
D
o
げ
気
海
①
鋭
U
δ
ヨ
巴
（
⑦
畠
。
巳
ω
o
げ
①
コ
罵
議
繊
目
。
ざ
三
〇
戸
專
§
脚
禽
×
×
×
口

　
〔
一
◎
o
S
〕
”
q
α
■
諮
◎
。
吻
↓
ω
o
ゴ
魯
鮒
。
重
三
噛
。
り
結
審
Φ
α
q
急
昌
鳥
償
灘
α
q
⑦
昌
．
”
Q
Q
．
b
。
卜
。
嚇
旨
g
塁
．

　
G
肉
陶
㌧
”
マ
四
幅
“
ン
蜜
σ
q
δ
’
o
》
偽
篤
誉
一
押
℃
■
㊤
刈
刈
．
ス
テ
パ
ノ
ス
が
セ
レ
ウ
コ
ス

　
…
世
の
建
設
と
記
し
、
…
碑
文
断
片
（
本
文
後
出
）
に
「
歪
計
レ
ゥ
コ
ス
」
と
み
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え
る
こ
と
に
よ
る
判
断
で
あ
る
が
、
　
こ
の
根
拠
に
は
問
題
が
残
る
。
o
隔
．
国
9

　
窺
。
い
．
o
磐
守
兵
、
§
回
忌
図
多
目
同
口
Q
。
㊤
Q
。
〕
”
o
Q
■
⑦
ミ
（
シ
ュ
ル
テ
ソ
論
文
へ
の
コ
メ

　
ン
ト
）
…
し
づ
。
ざ
。
ダ
。
特
■
熟
計
幹
糟
G
n
㊤
〉
旨
多
一
圏
た
だ
、
年
代
の
明
“
記
さ
れ
た
一

　
碑
文
（
回
・
潟
①
一
＝
ヨ
α
鋭
く
8
℃
お
ヨ
①
鼻
巴
戸
切
㊦
円
8
鐸
ま
震
①
一
器
N
♂
く
①
一
3

　
黒
鉱
ω
Φ
ぎ
り
望
象
①
コ
　
騨
臣
σ
疑
㊦
窪
一
μ
詳
お
O
o
。
層
b
塁
ぎ
き
耳
目
肉
黛
凡
勲
這
神
窺
釣
馬
．

　
＝
禽
勧
．
§
刷
ミ
窪
、
切
込
■
U
H
〈
．
〉
三
ピ
囲
押
搭
二
”
ロ
。
・
お
）
　
に
よ
っ
て
、
旧
く

　
と
も
前
二
七
五
年
ま
で
に
は
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
セ
レ
ゥ

　
コ
ス
一
世
、
ア
ソ
テ
ィ
オ
コ
ス
．
一
世
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
建
設
で
あ
る
こ
と
は
ま

　
ち
が
い
な
い
。
己

⑤
O
q
担
邸
二
．

⑥
b
δ
G
国
遷
ロ
。
。
。
。
ジ
℃
．
．
臨
ご
日
。
．
ω
b
。
圏

⑦
こ
れ
に
類
す
る
表
現
の
例
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

　
o
～
響
．
．
」
ミ
象
房
．
ミ
袋
蔭
鋤
駄
℃
〔
お
〕
（
O
命
ト
Q
ゆ
置
y
o
〔
隔
舞
●
〕
電
凶
9
、
e
℃
ミ
霞
哲
り

　
ま
捻
り
．
．
（
H
（
Φ
瞬
一
　
鐸
昌
山
　
く
O
鵠
　
勺
門
O
昌
P
O
『
の
叶
O
凶
コ
　
　
剛
　
　
鵠
O
　
　
㊤
㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
　
　
　
陪
　
　
　
　
　
　
辱
）
「
駄
舞
賊
〔
o
巡
葛
堅

　
N
唱
の
霞
〔
食
索
鋤
呂
℃
〔
3
〕
（
丙
。
訟
＝
昌
畠
く
。
鐸
℃
お
ヨ
。
撃
砕
Φ
ぎ
嘲
嵩
曽
鐸
ρ
b
Q
邸
。
。
）
．
ミ

　
穐
ト
民
浄
ミ
旺
℃
ミ
袋
禁
ま
ま
り
（
『
閑
0
9
昼
さ
謡
§
凡
ミ
く
月
一
逡
。
。
〕
噂
や
b
。
b
。
）
層

　
〔
無
論
亀
～
．
、
逗
〕
瓶
為
黛
q
o
℃
ミ
負
乗
鋤
含
3
（
O
O
卵
b
o
Φ
O
）

　
た
だ
し
、
之
れ
ら
は
い
ず
れ
も
前
二
世
紀
中
頃
の
碑
文
に
よ
っ
て
お
り
、
移
住
が

　
セ
レ
ゥ
コ
ス
朝
に
よ
る
も
の
か
ア
ッ
タ
ロ
ス
朝
に
よ
る
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
最

　
後
の
例
は
、
　
フ
レ
ン
ケ
ル
（
鑑
．
聞
融
昌
犀
㊦
r
噛
器
忘
メ
聾
§
．
譜
謎
§
き
詳
o
D
・
O
O
蒔

　
欝
。
・
唱
ゆ
欝
）
が
〔
O
、
票
ミ
≧
黙
〕
竜
ミ
電
ミ
§
＆
臥
濠
り
と
復
元
し
て
以
来
、

　
こ
れ
に
従
う
研
究
者
が
つ
づ
い
た
が
、
そ
の
修
正
に
つ
い
て
は
U
■
図
。
げ
。
芦

．
緊
ミ
湧
乱
、
』
篭
恥
旨
§
§
ミ
簿
睡
ミ
§
砺
§
．
鷺
£
ミ
辱
ミ
馬
§
§
§
§
b
①
巴
‘
お
露
層

　
℃
や
お
～
ぎ
を
参
照
（
以
下
閑
。
ぴ
姦
曲
§
書
．
と
略
記
）
。

　
な
お
、
ロ
コ
マ
時
代
、
多
く
の
都
市
の
腸
癌
が
碑
文
、
貨
幣
そ
の
他
に
お
い
て
マ

　
ヶ
ド
ニ
ア
人
と
自
称
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
た
と
え
ば
⇔
コ
N
§
℃
勲
§
ミ
霧
＆
堅

　
ミ
ミ
愚
も
。
気
愚
鳶
ミ
噺
勤
顛
、
S
り
（
鳶
斜
一
く
卿
“
峯
）
の
よ
う
に
、
都
市
名
の
属

　
格
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
が
、
表
現
の
相
違
は
と
も
か
く
、
こ

　
こ
で
は
「
マ
ケ
ド
ニ
．
ア
人
」
は
住
民
の
総
称
と
し
て
使
わ
れ
て
．
い
る
と
い
え
よ

　
う
。
そ
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
は
｝
o
コ
o
ρ
G
肉
三
婆
唱
℃
．
騎
。
。
も
R
～
c
◎
9
言
9
σ
q
凶
P
o
歴

　
毛
馬
「
H
H
曽
．
や
⑩
刈
ド
．

⑧
ビ
ッ
．
カ
ー
マ
ソ
は
、
こ
こ
に
い
わ
れ
て
い
る
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
を
、
植
民
者
と
は

　
別
の
現
役
駐
屯
部
隊
と
み
な
す
。
国
．
切
芽
。
旨
峯
詳
．
奪
恥
ミ
ミ
§
窮
丸
跨
砺
ミ
鴨
§
㍗

　
§
勲
ド
㊤
ω
◎
Q
「
℃
・
○
。
P
　
「
指
揮
官
た
ち
お
よ
び
兵
士
た
ち
」
に
よ
る
決
議
は
他
に
例

　
が
な
く
、
ビ
ッ
カ
ー
マ
ン
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
入
植
直
後

　
の
も
の
で
あ
る
と
み
れ
ば
（
冒
頭
の
「
王
セ
レ
ウ
コ
ス
」
が
、
通
説
の
ご
と
く
セ

　
レ
ウ
ロ
ス
．
．
一
批
で
あ
る
な
ら
、
ま
さ
し
く
そ
う
で
あ
る
）
、
こ
う
し
た
表
現
も
不

　
思
議
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑨
そ
の
初
期
の
歴
史
、
名
前
の
由
来
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
。
窓
お
随
①
勤
．
。
》
ミ
こ

　
押
や
旨
b
。
．
以
下
本
文
で
と
り
あ
げ
る
碑
文
（
◎
O
尊
8
Φ
）
に
よ
れ
ば
、
正
規
の

　
ギ
リ
シ
ア
．
・
．
ポ
リ
ス
の
組
織
制
度
が
あ
っ
た
と
は
認
め
が
た
い
。
出
。
瓢
・
ω
o
『

　
導
陰
門
b
皆
し
り
ミ
ミ
魯
ミ
、
ミ
鳶
鷺
§
恥
」
ミ
ミ
ミ
ミ
タ
H
類
．
δ
①
ρ
ψ
同
区
卜
σ
■
ポ
リ
ス

　
に
カ
ト
イ
コ
イ
が
住
ん
だ
形
態
ど
み
．
る
説
も
あ
る
が
（
○
ユ
曲
げ
貫
。
》
ミ
．
”
唱
や

　
同
緯
？
ま
い
O
o
諄
。
詞
．
宍
鉾
。
貯
9
譜
当
時
．
図
炉
〔
一
㊤
悼
ご
．
ω
や
①
）
、
こ
の
碑
文
で

　
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ポ
リ
ス
」
の
語
は
用
語
と
し
て
の
厳
密
さ
を
欠
い
て
お
り
、

　
疑
問
で
あ
る
。

⑩
O
O
舞
浜
卜
。
㊤
．

⑪
碑
文
の
爾
語
法
が
ル
ー
ズ
で
一
定
し
な
い
た
め
、
表
現
例
を
二
つ
の
み
示
す
。

　
以
下
二
、
三
、
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
も
同
じ
。

　
o
三
岳
兼
ミ
黛
『
に
唱
ミ
ミ
a
黙
『
ミ
き
へ
（
洋
＝
噂
り
b
二
y
9
伽
黛
丁
場
N
唱
唱
ミ
ミ
青
黙
州
。
㌃

　
汽
ミ
駄
爲
む
霞
声
繕
凋
艶
§
弾
鵠
煩
、
り
融
ミ
純
《
o
、
（
一
一
唱
　
O
Q
①
り
　
ω
①
℃
　
戯
ω
～
戯
蒔
．
　
刈
一
）

⑫
ミ
轡
8
嚇
り
簿
ミ
も
、
ミ
の
（
閣
■
繊
y
。
隔
貯
ミ
魯
ミ
（
得
。
。
9
糞
設
）

〔
⑬
　
顕
要
N
N
ミ
。
～
む
唱
↓
窺
へ
（
＝
．
簿
。
㎝
層
8
）
噂
無
級
謡
ミ
ミ
。
～
§
O
℃
蟄
の
．
輪
、
』
ミ
変
『
ぐ
唱
｝

　
ミ
当
馬
（
＝
梱
O
卜
⊃
～
り
も
¢
）
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ヘレニズム時代の都市と土着庄民（大戸）

⑭
第
一
の
グ
ル
ー
プ
が
、
い
わ
ゆ
る
軍
事
植
民
者
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
言
で
き

　
な
い
。
o
播
ヒ
ご
藁
。
同
筆
p
戸
。
特
．
ミ
W
こ
娼
℃
」
O
O
～
O
㎝
…
蜜
．
び
ρ
葺
δ
ざ
肉
ミ
書
、
き
携

　
忠
ミ
、
3
翁
§
覧
跨
詮
鳶
駄
目
q
爆
鳶
§
3
H
H
噂
お
α
ρ
や
ミ
P

⑮
O
O
お
さ
。
・
。
り
し
■
歩
。
剛
レ
録

⑯
こ
の
こ
と
に
照
ら
し
て
考
え
る
と
、
さ
き
に
検
討
し
た
テ
ユ
ア
テ
イ
ラ
の
二
つ

　
の
断
片
に
記
さ
れ
た
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
を
、
従
来
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
一
括
し
て
扱

　
う
こ
と
に
は
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
パ
ラ
イ
マ
グ
ネ
シ
ア
は
、

　
そ
の
名
前
か
ら
も
、
ま
た
碑
文
に
よ
り
「
か
つ
て
マ
グ
ネ
シ
ア
に
い
た
カ
ト
イ
コ

　
イ
」
（
一
」
O
O
）
が
そ
こ
に
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
点
か
ら
も
、
マ
グ
ネ
シ
ア
と
縁

　
浅
か
ら
ぬ
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
ス
ミ
ュ
ル
ナ
と
の
交
渉
は
マ
グ

　
ネ
シ
ア
と
は
別
個
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
テ
ユ
ア
テ
イ
ラ
近
勝
の
マ
ケ

　
ド
ニ
ア
人
た
ち
」
は
、
パ
ラ
イ
マ
グ
ネ
シ
ア
の
住
民
に
対
比
で
き
る
か
も
し
れ
な

　
い
。
詳
し
い
事
情
は
、
テ
ユ
ア
テ
イ
ラ
に
つ
い
て
も
マ
グ
ネ
シ
ア
に
つ
い
て
も
わ

　
か
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
の
推
測
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
移
住
の
パ
タ
ー
ン
が

　
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

⑰
O
Q
ト
b
。
N
Φ
L
」
0
9

⑱
N
ミ
3
戸
δ
～
ド
。
。
簿
⑩
ω
～
⑩
引
手
の
意
向
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
内
’
目
翌
日
ド
筒
口
【
一
昌
ω
O
戸
8
げ
O
ω
O
一
㊦
二
〇
陶
鮎
g
D
餌
コ
α
倖
げ
①
○
「
⑦
O
犀
O
出
鉱
Φ
の
O
囲
〆
＜
㊦
甲

　
言
霊
諺
ω
獲
銀
ぎ
。
ざ
箆
ミ
焼
偽
ミ
。
§
類
〔
戸
霧
Q
o
〕
層
や
望
．

⑲
冒
§
。
ざ
§
ミ
‘
麟
や
＄
ご
ω
9
巨
下
し
》
ら
タ
ω
」
遷

⑳
O
O
ト
器
P
拝
蕊
～
・
。
b
。
．

⑳
　
ス
ヴ
ェ
ン
ツ
ィ
ツ
カ
ヤ
は
、
ざ
き
の
第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
付
さ
れ
た
条
件
か

　
ら
、
非
ギ
リ
シ
ア
人
で
も
自
由
入
で
あ
る
こ
と
は
で
き
た
、
と
考
え
て
い
る
。
写

　
ρ
O
沼
｝
貫
＝
三
（
露
」
〈
翻
。
＝
℃
o
o
k
O
昌
§
§
｛
①
｝
三
＝
N
恥
ミ
じ
づ
琴
℃
o
話
0
8
詣
。
。
ロ
ヨ
葺
。
押

　
切
ミ
噛
冠
り
謡
”
累
。
・
押
。
弓
．
嵩
噛
し
か
し
、
こ
の
条
件
が
そ
う
し
た
含
み
を
も
つ

　
て
書
か
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、
疑
問
が
残
る
。

（
2
3
｝
〉
畦
二
這
、
ミ
豊
騒
客
、
ω
～
Q
O
（
o
超
・
斜
）
o
轡
ウ
凶
。
（
ダ
×
＜
一
身
鷲
冒
メ
ア
リ

　
ア
ノ
ス
に
よ
れ
ば
自
由
で
あ
る
こ
と
を
も
認
め
ら
れ
た
と
い
う
が
、
貢
税
を
課
せ

　
ら
れ
軍
隊
も
駐
屯
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
自
由
と
自
治
に
制
限
の
あ
っ
た

　
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
ン
愛
σ
貸
鐸
。
》
ミ
こ
淵
や
　
卜
。
ド

⑱
　
ア
リ
ア
ノ
ス
に
よ
る
と
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
降
服
を
申
し
出
た
の
は
「
サ

　
ル
デ
づ
ス
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
指
揮
官
ミ
ト
リ
ネ
ス
と
サ
ル
デ
ィ
ス
人
の
最
有
力

　
者
た
ち
」
で
あ
っ
た
。
2
，
噌
こ
き
ミ
穿
H
層
嵩
噛
ω
曾
ま
た
、
前
四
世
紀
の
ミ
レ
ト
ス

　
と
の
通
商
条
約
（
ぜ
ζ
・
。
b
。
お
）
　
に
お
い
て
、
ミ
レ
ト
ス
で
は
プ
リ
ュ
タ
ネ
イ
ス

　
が
サ
ル
デ
ィ
ス
商
人
を
保
護
す
る
の
に
対
し
、
サ
ル
デ
ィ
ス
の
ミ
レ
ト
ス
人
は

　
「
サ
ル
デ
ィ
ス
人
が
彼
ら
自
身
の
う
ち
か
ら
任
命
す
る
も
の
」
の
保
護
を
受
け

　
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
9
冒
嵩
。
ω
・
O
肉
嵐
山
℃
・
。
。
Q
。
嚇
留
目
ρ
α
q
剛
ρ
o
》
ミ
ニ
H
H
・
喝
・

　
㊤
瞬
き
8
G
。
・
条
約
の
年
代
に
つ
い
て
は
ω
。
プ
ヨ
凶
ヰ
巴
。
§
ミ
ニ
。
。
。
D
，
．
一
。
。
～
一
㊤
■

⑳
一
憂
く
．
じ
≦
o
。
。
落
＝
5
餌
＝
鋳
U
2
乙
”
①
σ
q
冨
倖
。
話
。
剛
〆
〈
o
の
け
。
ヨ
〉
。
，
ぴ
寡
コ
畠
奪

　
簿
o
o
D
①
ざ
鐸
9
駐
層
G
ミ
毯
．
、
ミ
N
ミ
．
×
＜
H
〔
お
ト
⊃
戸
〕
騨
や
帰
ρ

⑳
ぼ
ソ
踵
σ
q
す
。
笹
駐
馬
二
H
層
唱
．
ド
Q
。
q
。
．

⑳
｝
い
幻
。
げ
。
誘
”
さ
ミ
防
画
唾
蕊
磯
野
ミ
防
匙
§
携
、
、
鼠
清
風
ー
ン
盛
旨
馬
ミ
、
恥
鱒
、
警
？
き
ミ
ミ
簿
魯

　
ノ
　
H
象
Φ
唱
町
凱
ρ
お
Φ
ω
噛
や
。
。
憩
．
（
以
下
幻
。
び
角
r
宅
§
舅
と
略
記
）
。
こ
の
こ
と

　
は
カ
リ
ア
の
ア
ミ
ュ
ゾ
ン
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
い
う
。

⑳
署
．
鍔
切
琴
巴
曾
脚
乙
や
野
面
。
げ
貯
ω
。
戸
？
亀
【
ぎ
ω
。
自
営
凶
。
一
5
蹄
。
彗

　
ω
鍵
脅
ω
H
・
鼠
、
鼠
×
＜
H
〔
お
お
〕
・
℃
や
路
～
目
典
の
ち
に
発
掘
報
告
的
ミ
ミ
3

　
＜
誤
陶
H
㊤
ω
悼
に
累
O
．
ド
と
し
て
収
録
。

蓼
　
緊
’
B
窯
‘
》
江
内
幽
蕊
o
ρ
〉
謁
Φ
＝
①
巳
。
。
二
〇
巨
弾
5
争
O
o
＝
く
①
《
亀
戸
8
”
ゴ
ざ

　
国
葬
ρ
鈴
O
O
剛
ン
臼
昌
O
ω
陣
二
郎
0
7
目
ω
一
＝
仲
ゴ
O
　
℃
一
鐵
一
ド
　
O
h
　
ω
露
門
岱
尻
’
ミ
無
O
糾
合
　
）
（
×
H

　
〔
一
り
刈
b
o
〕
噛
娼
唱
．
臨
～
謹
は
こ
の
契
約
の
性
格
、
年
代
な
ど
に
つ
い
て
新
説
を
提
出

　
し
て
い
る
。
と
く
に
ム
ネ
シ
マ
コ
ス
が
土
地
を
い
つ
、
誰
か
ら
与
え
ら
れ
た
の
か

　
と
い
う
問
題
は
、
小
稿
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
や
や
無
理
な

　
立
論
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
断
定
的
に
結
論
を
出
す
こ
と
は
不
可
能
な

　
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
詳
し
い
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
い
ま
は
立
ち
入
ら
な
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い
。

⑱
　
H
窯
二
‘
℃
や
お
～
8
ρ
匿
O
b
。
～
①
。
。
■

⑳
　
お
そ
ら
く
所
領
の
管
理
を
委
ね
ら
れ
た
特
別
身
分
の
奴
隷
で
あ
ろ
う
。
尉
琴
ぞ

　
一
霞
田
轟
α
国
。
げ
ぎ
。
。
8
贈
。
唱
』
凶
伴
．
℃
唱
や
凱
。
。
～
α
9
諺
爵
ぎ
ω
9
ピ
。
や
。
搾
噛
℃
や
刈
O

　
～
刈
ド

⑳
　
ア
ト
キ
ン
ソ
ソ
は
、
こ
れ
ら
の
名
前
を
奴
隷
の
冨
σ
q
筥
諺
霧
富
誘
と
解
す
る

　
が
（
§
α
‘
電
』
。
。
㌧
①
。
。
～
2
撃
山
謡
）
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
所
領
の
分
割

　
（
勲
ミ
濤
ミ
リ
）
に
関
し
て
、
ピ
ュ
テ
オ
ス
と
ア
ド
ラ
ス
ト
ス
の
二
人
だ
け
が
あ

　
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
名
前
の
み
に
も
と
づ
い
て
、
ア

　
ド
ラ
ス
ト
ス
を
非
自
由
入
の
生
れ
で
あ
ろ
う
と
し
、
他
を
サ
ル
デ
ィ
ス
に
移
住
し

　
た
退
役
兵
で
あ
ろ
う
と
み
る
の
も
、
い
さ
さ
か
恣
意
的
に
す
ぎ
る
。
従
来
の
説
を

　
と
り
た
い
。

⑳
［
名
前
の
検
一
討
に
つ
い
て
は
切
賃
。
匡
。
「
2
風
男
。
げ
ぎ
ω
o
ジ
。
や
9
～
℃
℃
．
口
c
o
～

　
ら
一
．
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
の
指
摘
（
》
芽
閂
湊
。
炉
O
や
。
一
f
や
Φ
窃
昌
9
。
。
。
）
も
、
こ

　
の
人
物
が
り
晶
デ
ィ
ア
人
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ

　
る
。
鉢
図
。
σ
㊦
昼
き
ミ
孕
や
。
。
鱒
O
・
も
ち
ろ
ん
人
名
か
ら
出
身
地
を
考
え
る
こ

　
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
そ
の
点
な
お
留
保
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

鐙
　
彼
ら
の
身
分
条
件
を
、
史
料
に
そ
く
し
て
、
よ
り
具
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
、

　
　
　
　
ラ
オ
イ
コ
パ
シ
リ
ロ
イ

　
と
く
に
「
王
の
農
民
」
と
比
較
し
て
、
彼
ら
の
身
分
が
ど
の
よ
う
で
あ
ρ
た
か
を

　
吟
味
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

⑭
　
タ
ー
ン
は
、
サ
ル
デ
ィ
ス
が
ポ
リ
ス
に
移
行
し
た
結
果
、
多
数
の
リ
ュ
デ
ィ
ア

　
人
が
「
市
民
」
に
な
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
。
目
9
昌
’
幾
Ω
》
や
冨
0
～
零
●
し
か

　
し
、
そ
う
い
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
。
そ
う
で
な
い
可
能
性
も
ま
た
、
考
え
ら
れ
る

　
よ
う
に
思
う
。
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四

　
次
に
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
エ
デ
ッ
サ
（
カ
リ
毒
虫
湖
畔
の
ア
ソ
テ
ィ
オ
ヶ
イ
ァ
）
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
こ
の
都
市
に
つ
い
て
、
　
「
半
バ
ル
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ロ
イ
の
」
と
い
う
エ
ピ
セ
ッ
ト
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
と
土
着
人
の
問
に
融
和
的
な
側
面
の
あ
っ

た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
た
だ
、
エ
ピ
セ
ッ
ト
に
真
実
が
含
ま
れ
て
い
る
と
み
な
す
に
し
て
も
、
現
実
に
移
し
て
何
を
読
み
と
る
べ
き
か
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
エ
デ
ッ

サ
の
ず
シ
ア
化
は
・
蕎
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
・
た
ら
し
㊥
・
．
前
田
世
紀
の
後
半
・
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
が
パ
ル
テ
・
ア
の
勢
雫
に
入
・
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

混
乱
期
に
、
エ
デ
ッ
サ
で
は
い
ち
は
や
く
土
着
の
王
朝
が
成
立
し
て
い
る
。
前
三
世
紀
の
エ
デ
ッ
サ
に
つ
い
て
、
得
ら
れ
る
知
見
は
無
に
等
し

い
け
れ
ど
も
、
さ
き
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
は
、
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
と
土
着
人
が
土
地
を
同
じ
く
し
て
住
ん
だ
こ
と
、
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
、

な
ん
ら
か
の
連
携
の
試
み
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
含
意
す
る
も
の
、
と
い
う
程
度
に
解
し
て
お
く
の
が
無
難
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。



ヘレニズム時代の都市と土着倥民（大戸）

　
居
住
地
域
と
し
て
の
都
市
の
構
造
は
、
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
オ
ロ
ン
テ
ス
河
畔
の
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
と

カ
リ
ア
の
ス
ト
ラ
ト
ニ
ケ
イ
ア
の
例
は
、
こ
の
点
に
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
こ
の
関
連
に
お
い
て
は
、
プ
リ
ュ
ギ
ア
の
ア
パ
メ
イ
ア
の

場
合
も
検
討
に
値
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
こ
の
ア
パ
メ
イ
ア
は
、
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
一
世
が
近
く
に
あ
っ
た
都
市
ケ
ラ
イ
ナ
イ
の
住
罠
を
移
し
て
建
設
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ケ
ラ
イ
ナ

イ
は
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
と
と
も
に
自
然
に
も
め
ぐ
ま
れ
、
ペ
ル
シ
ア
王
が
城
砦
を
築
き
離
宮
を
営
む
な
ど
し
た
ほ
か
、
商
業
で
も
繁
栄
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
有
力
な
都
市
で
あ
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
軍
門
に
降
っ
て
の
ち
は
プ
リ
ュ
ギ
ア
の
首
都
と
さ
れ
、
さ
ら
に
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ノ
ス
・
モ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

プ
タ
ル
モ
ス
は
、
ア
ン
テ
ィ
．
コ
ネ
イ
ア
を
建
設
す
る
ま
で
、
こ
こ
に
本
拠
を
構
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
の
ア
パ
メ
イ
ア
の
建
設
を
め
ぐ
っ
て
、
ジ
ョ
ゥ
ン
ズ
は
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
た
。
ア
パ
メ
イ
ア
は
、
前
二
世
紀
の
初
め
に
は
ギ

リ
シ
ア
都
市
の
綱
度
を
備
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
移
住
に
関
す
る
伝
承
は
存
在
せ
ず
、
し
か
も
住
罠
は
後
の
時
代
、
都
万

に
わ
け
ら
れ
ず
街
路
あ
る
い
は
職
種
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
彼
は
い
う
。
　
「
ア
パ
メ
イ
ア
に
お
い
て
、
土
着
の
ま
ち
を
自
治
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
し
て
再
編
成
す
る
新
し
い
型
の
建
設
の
最
初
の
例
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
」
。

　
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
移
住
に
つ
い
て
の
史
料
は
、
彼
の
い
う
よ
う
に
遺
存
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
ア
パ
メ
イ
ア
が
土
着

人
の
み
で
ス
タ
…
ト
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
遠
征
以
後
、
ケ
ラ
イ
ナ
イ
に
は
多
数
の
ギ
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
、
と
み
る
の
が
事
実
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

　
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
関
心
を
ひ
く
の
は
、
む
し
ろ
指
摘
の
後
半
で
あ
る
。
彼
が
土
着
の
ま
ち
の
再
編
成
を
推
測
す
る
根
拠
は
、
ロ
ー
マ
時
代

の
評
議
会
お
よ
び
民
会
の
決
議
に
お
い
て
、
彫
像
の
建
立
費
用
を
負
担
す
る
人
々
の
所
属
が
、
街
路
あ
る
い
は
職
種
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
⑨

こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
こ
こ
に
は
一
種
の
地
区
に
よ
る
組
織
が
認
め
ら
れ
る
。
時
代
的

な
隔
り
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
の
で
、
安
易
な
推
測
は
少
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
地
区
の
区
分
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の

起
源
が
存
外
古
い
も
の
で
あ
る
と
の
想
定
を
促
す
に
足
る
。
早
く
か
ら
、
ピ
ュ
レ
ー
制
に
こ
だ
わ
ら
ぬ
ユ
ニ
…
ク
な
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
た
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か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ア
パ
メ
イ
ア
の
例
は
、
あ
く
ま
で
参
異
例
に
と
ど
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
如
上
の
．
仮
説
が
、
一
概

に
棄
却
で
き
な
い
こ
と
を
銘
記
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
い
ま
ひ
と
つ
考
察
す
べ
き
は
、
テ
ィ
グ
リ
ス
河
畔
の
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア
の
場
合
で
あ
る
。
王
国
の
最
初
期
に
セ
レ
ウ
コ
ス
一
世
が
首
都
と
し
て

　
　
　
⑩

態
坐
し
た
こ
の
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア
は
、
の
ち
に
首
都
の
座
を
オ
ロ
ン
テ
ス
河
畔
の
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ア
に
譲
っ
た
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
も
重
要
な

都
市
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
な
が
く
繁
栄
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
の
都
市
の
建
設
に
さ
い
し
て
、
バ
ビ
ロ
ン
の
住
民
が
移
往
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
が
伝
え
て
い
る
。
ま
た
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
、
古
く
か
ら
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
都
市
オ
ピ
ス
の
地
に
建
て
ら
れ
た
と
通
説
的
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
住
艮
も
、
相
当
数
が
包
含
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
く
て
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア
に
は
、
多
数
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ラ
ボ
ン
に
よ
れ
ば
、
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア
人
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
ひ
と
つ
に
は
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

け
る
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
の
数
の
多
さ
に
よ
っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
て
、
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
と
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
が
、
初
期
の
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
、
直
接
の

手
掛
り
は
欠
け
て
い
る
。
し
か
し
、
推
測
の
糸
口
を
求
め
る
な
ら
、
前
一
八
九
年
、
コ
ン
ス
ル
の
グ
ナ
エ
ウ
ス
・
マ
ン
リ
ウ
ス
が
行
な
っ
た
訓
示

の
う
ち
の
、
次
の
一
節
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
　
「
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
を
、
セ
レ
ウ
キ
ア
や
バ
ビ
ロ
ニ
ア
を
、
そ
し
て
そ
の
他
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

中
に
散
在
す
る
植
民
地
を
も
つ
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
た
ち
は
、
　
シ
リ
ア
人
、
パ
ル
テ
ィ
ァ
人
、
　
エ
ジ
プ
ト
人
に
な
り
さ
が
っ
て
し
ま
っ
た
」
。
こ
れ

は
、
ガ
ラ
テ
ア
人
と
の
戦
闘
を
前
に
し
て
兵
士
を
鼓
舞
す
べ
く
、
ガ
ラ
テ
ア
人
が
下
る
に
足
ら
ぬ
理
由
と
し
て
、
土
地
と
気
候
が
変
れ
ば
本
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
あ
げ
、
そ
う
し
た
例
と
し
て
語
ら
れ
た
雷
葉
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
割
引
い
て
き
く
必
要
が
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
こ
に
何
ら
の
真
実
も
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
こ
と
は
慈
愛
さ
れ
る
。
ロ
ー
マ
軍
の
兵
士
た
ち
に
、
そ
う
し
た
こ
と
に
関
す
る
知
識

が
ど
こ
ま
で
あ
っ
た
か
は
疑
し
い
が
、
マ
ン
リ
ウ
ス
に
し
て
み
れ
ば
、
や
は
り
い
く
ら
か
の
理
由
な
く
し
て
は
、
口
に
出
せ
な
い
言
葉
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
追
跡
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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ヘレニズム時代の都市と土着住民（大戸）

　
時
代
的
に
は
離
れ
る
が
、
紀
元
後
一
世
紀
前
半
の
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア
に
関
す
る
ヨ
セ
フ
ス
の
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
セ
レ
ゥ
ケ
イ
ア

の
住
民
は
多
数
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
と
ギ
リ
シ
ア
人
、
そ
し
て
そ
れ
に
劣
ら
ぬ
シ
リ
ア
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
シ
リ
ア
人
は
ポ
リ
テ
ウ
マ
を

形
づ
く
っ
て
い
た
。
　
「
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア
で
は
ギ
リ
シ
ア
人
が
広
汎
に
わ
た
っ
て
シ
リ
ア
人
と
対
立
し
、
争
い
と
不
和
の
う
ち
に
生
活
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

が
、
優
勢
な
の
は
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
る
」
。
こ
こ
に
い
う
シ
リ
ア
人
と
は
、
文
字
ど
お
り
の
意
味
で
は
な
く
、
む
し
ろ
バ
ビ
ρ
ニ
ア
人
を
中
心
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

す
る
非
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
と
解
さ
れ
よ
う
が
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
彼
ら
と
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
入
の
関
係
は
、
建
設
当
初

に
く
ら
べ
れ
ば
、
よ
ほ
ど
変
化
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ヨ
セ
フ
ス
の
記
事
に
み
ら
れ
る
対
立
関
係
は
、
同
じ
く
一
世
紀
前
半
の
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア

に
つ
い
て
タ
キ
ト
ゥ
ス
が
、
　
「
市
民
か
ら
、
財
力
と
識
見
に
応
じ
て
選
ば
れ
た
三
〇
〇
人
が
、
一
種
の
元
老
院
を
形
成
し
、
民
衆
自
体
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

固
有
の
権
力
が
存
在
し
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
こ
ど
と
、
ペ
ア
さ
せ
て
考
え
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
と
も
か
く
、
こ
の
時
代
に

い
た
っ
て
な
お
、
民
族
の
差
異
に
根
ざ
す
紺
立
が
あ
っ
た
こ
と
、
ポ
リ
テ
ウ
マ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
二
点
は
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い

事
実
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
ひ
と
つ
の
推
定
が
許
さ
れ
は
し
ま
い
か
。
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
と
非
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
は
、
お
そ
ら
く

は
建
設
当
初
か
ら
、
基
本
的
に
別
個
の
社
会
集
団
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
存
し
て
い
た
、
と
。
初
期
に
お
け
る
支
配
・
被
支
配
の
．
関
係

は
、
時
を
へ
て
変
質
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
社
会
集
団
と
し
て
の
居
住
地
、
組
織
に
つ
い
て
は
、
同
じ
礎
石
が
受
け
つ
が
れ
た
と

考
え
る
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
前
婦
世
紀
の
末
、
岡
じ
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
ウ
ル
ク
に
お
い
て
、
ア
ヌ
・
ウ
バ
リ
ッ
ト
な
る
人
物
が
都
市
の
統
治
者
と
し
て
史
料
に

あ
ら
わ
れ
る
が
、
彼
は
お
そ
ら
く
、
移
住
し
た
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
と
土
着
人
の
関
係
に
支
障
が
生
れ
ぬ
よ
う
配
慮
し
た
セ
レ
ウ
コ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

朝
が
、
支
配
の
協
力
を
求
め
る
べ
く
、
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
統
治
者
と
は
別
に
任
用
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
別
個
の
社
会
集
団
を
前
提
と
し
た
統
治
の
手
段
と
み
る
と
き
、
よ
り
理
解
し
や
す
い
も
の
と
な
ろ
う
。

　
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
に
と
っ
て
も
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
に
と
っ
て
も
、
お
の
お
の
の
集
団
に
あ
る
か
ぎ
り
、
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そ
の
個
性
は
む
し
ろ
維
持
し
や
す
い
条
件
下
に
お
か
れ
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
．
し
か
も
集
団
の
力
が
前
提
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
ギ

リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
も
放
恣
に
振
舞
う
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
非
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
自
由
な
活
動
を
相
当
程
度
認
容
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
共
存
の
姿
を
考
え
れ
ば
、
第
三
者
の
目
に
純
ギ
リ
シ
ア
・
ポ
リ
ス
と
映
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
あ
や
し
む
に
た
ら

ず
、
さ
き
の
マ
ン
リ
ウ
ス
の
需
葉
も
う
な
ず
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
に
と
っ
て
、
植
民
さ
き
が
古
い
伝
統
の
あ
る
圃
有
の
体
制
を
も
つ
都
市
で
あ
る
ほ
ど
、
土
着
人
へ
の
対
応
は
困

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

難
の
度
を
増
し
た
。
バ
ビ
ロ
ニ
ア
は
、
そ
の
典
型
的
な
例
の
ひ
と
つ
と
い
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
、
統
治
の
お
よ
び
に
く
い
僻
遠
の
地
方
と
も
な

れ
ば
、
時
と
し
て
悲
惨
な
事
態
を
も
惹
起
す
る
。
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
三
世
が
、
ヒ
ュ
ル
カ
ニ
ア
の
シ
ュ
リ
ン
ク
ス
と
い
う
ま
ち
に
遠
征
軍
を
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

め
た
と
き
、
急
を
知
っ
た
土
着
人
は
、
在
住
ギ
リ
シ
ア
人
を
全
員
聖
職
し
、
そ
の
財
産
を
奪
っ
て
逃
走
し
た
と
い
う
。

　
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
に
と
っ
て
、
都
市
建
設
と
植
民
は
真
に
容
易
な
ら
ざ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
王
国
の
中
心
を
離
れ
る
ほ
ど
、
と
く

に
東
へ
い
く
ほ
ど
に
、
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
立
場
が
弱
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
し

か
し
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
各
地
に
は
各
様
の
問
題
が
あ
り
、
全
体
的
に
み
て
も
、
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
が
自
由
に
こ
と
を
進
め
ら
れ
た
揚
合
は
、

む
し
ろ
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
吟
味
し
た
諸
事
例
は
、
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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押
ρ
Q
。
～
り
ゆ
ω
謡
～
§
．
曾
罰
寓
へ
鼠
¢
ミ
価
日
建
の
語

　
義
に
つ
い
て
は
8
p
毎
層
幾
O
唱
唱
．
一
零
コ
。
富
も
。
．

⑱
o
。
窪
。
。
ぎ
。
や
葺
‘
ω
や
犀
α
ご
8
ω
。
ぎ
三
6
〈
負
ミ
舜
○
軌
§
門
島
皇
や

　
ト
。
㊤
ρ
タ
ー
ン
は
文
字
ど
お
り
に
解
し
て
商
業
に
従
事
す
る
シ
リ
ア
人
と
み
、
バ

　
ビ
ロ
ニ
ア
人
は
城
壁
外
に
住
ん
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
円
霞
P
O
切
押

　
℃
や
H
O
騨
♪
昌
α
0
ド
そ
の
よ
う
な
居
住
の
区
別
が
明
確
に
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

　
そ
れ
自
体
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、
や
や
杓
子
定
木
な
解
釈
の
よ
う
に
思
え

　
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
で
あ
れ
、
以
下
の
結
論
に
さ
し
た
る
支
障
と
は
な
ら
な
い

　
で
あ
ろ
う
。

⑲
8
ρ
。
‘
き
ミ
．
＜
H
’
命
国
原
訳
、
一
六
四
頁
。

⑳
書
毛
、
O
b
5
訥
毛
』
q
～
專

⑳
　
た
だ
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
瑛
情
に
つ
い
て
は
問
題
が
多
い
。
さ
し
あ
た
り
、
拙
稿

　
「
セ
レ
ゥ
コ
ス
朝
の
支
配
と
オ
リ
エ
ン
ト
人
」
　
『
西
洋
史
学
』
7
9
、
昭
和
四
三
年
、

　
五
三
～
五
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

㊧
　
℃
o
ぞ
げ
二
×
巴
。
。
一
曜
⑦
～
＝
幽
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五

24　（24）

　
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
例
を
み
た
よ
う
に
、
都
市
・
軍
事
植
民
地
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
土
着
先
住
民
以
外
の
非
ギ
リ
シ
ア
・

マ
ケ
ド
ニ
ア
人
が
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
ま
で
に
と
り
あ
げ
た
例
の
低
か
、
都
市
に
つ
い
て
は
ピ
シ
デ
ィ
ア
と
の
境
界
に
近
い
プ
リ
ュ
ギ
ア
の
ア

　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ポ
ロ
晶
ア
、
ピ
シ
デ
ィ
ア
の
ネ
ア
ポ
リ
ス
、
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ァ
、
マ
ル
ギ
ア
ナ
の
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
イ
ァ
、
軍
事
植
民
地
と
の
関
連
で
は
リ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

デ
ィ
ァ
の
ヒ
ュ
ル
カ
ニ
ス
、
ミ
ュ
ソ
マ
ケ
ド
ネ
ス
、
ミ
ュ
シ
ア
の
マ
ケ
ド
ネ
ス
・
ア
ス
ク
ラ
カ
エ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
問
題
が
多
く
、
し
か
も
知
ら
れ
る
の
は
名
前
の
み
で
、
具
体
的
に
そ
の
実
態
を
追
求
で
き
る
だ
け
の
素
材
と
は
な
り
え
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
の
課
題
が
よ
り
複
雑
な
も
の
と
な
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
語
り
う
る
こ
と
は
僅
か
な
の
で
あ
る
。

　
都
市
建
設
・
植
民
と
、
そ
こ
に
要
請
さ
れ
る
非
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
へ
の
対
応
。
セ
レ
ウ
コ
ス
一
世
か
ら
ア
ン
テ
ィ
ォ
コ
ス
三
世
に

い
た
る
時
代
に
つ
い
て
、
管
見
に
入
っ
た
事
例
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
そ
の
数
は
乏
し
く
、
し
か
も
多
く
は
推
論
の
域
を
出
な
い
。
ま

た
本
稿
で
は
、
新
し
い
ポ
リ
ス
と
軍
事
植
民
地
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
さ
ら
に
対
象
を
、
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
と
非
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド

ニ
ア
人
の
相
互
対
応
の
全
体
的
な
性
格
に
限
定
し
た
た
め
に
、
小
ア
ジ
ア
西
岸
の
古
い
ギ
リ
シ
ア
都
市
に
お
け
る
多
く
の
事
実
が
捨
象
さ
れ
、

よ
り
具
体
的
な
諸
問
題
－
婚
姻
、
特
権
賦
与
、
宗
教
、
結
社
、
言
語
、
そ
の
他
1
を
、
ひ
ろ
く
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
憾
が

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
今
後
考
察
を
深
め
ね
ば
な
ら
な
い
点
を
多
々
の
こ
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
当
爾
の
問
題
に
対
す

る
展
望
ら
し
き
も
の
は
開
か
れ
た
よ
う
に
思
う
。

　
新
し
い
土
地
に
移
住
し
た
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
は
、
土
着
人
と
の
共
存
の
あ
り
か
た
を
慎
重
に
考
慮
せ
ざ
る
を
え
ず
、
土
着
人
以
外

の
非
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
存
在
も
ま
た
、
無
視
で
き
な
い
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
事
情
は
各
地
で
一
様
と
い
え
ず
、
対
処
の
し
か
た

も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
複
雑
な
国
家
の
統
治
に
苦
慮
す
る
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
の
姿
を
、
な
に
ほ
ど
か
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

か
も
融
和
の
果
実
は
、
多
く
の
場
合
、
容
易
に
実
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。



　
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
を
語
る
と
き
、
一
般
に
、
前
三
世
紀
は
ギ
リ
シ
ア
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
が
発
展
的
生
命
力
を
も
ち
え
た
時
代
と
い
わ
れ
る
。

都
市
建
設
・
植
民
は
、
そ
の
華
や
か
な
象
徴
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
が
上
述
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
あ
ら
た

め
て
考
え
な
お
す
必
要
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（一

緕
ｵ
一
　
…
○
・
二
六
直
穿
）

ヘレニズム時代の都市と土着住民（大戸）

①
建
設
者
に
つ
い
て
ジ
・
ウ
ソ
ズ
は
、
近
辺
で
発
見
さ
れ
た
碑
文
（
の
肉
9
≦
噛

　
総
b
。
）
に
叙
鷲
セ
〔
慶
も
＄
O
〕
き
誌
尽
曹
り
の
文
字
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
セ
レ

　
ウ
コ
ス
一
世
を
考
え
て
い
る
。
一
〇
瓢
①
ω
噛
G
当
身
や
蒔
崔
昌
9
0
δ
・
マ
ギ
ー
は
、

　
こ
れ
を
論
拠
と
し
て
認
め
な
い
が
（
諸
9
σ
q
剛
や
。
特
．
ミ
こ
H
押
℃
．
三
重
き
け
。
爬
O
）
、

　
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
の
建
設
と
い
う
点
は
肯
定
す
る
（
§
野
や
ま
刈
）
。
ア
ッ
タ
ロ
ス

　
朝
に
よ
る
建
設
と
み
る
説
（
円
。
・
o
げ
葭
欝
9
＜
Φ
門
－
の
け
9
、
袋
①
σ
q
御
薩
乱
同
門
σ
q
①
嵩
こ
ω
噛
ω
刈
一

　
属
罵
ω
o
ξ
O
冠
”
、
〉
唱
。
＝
o
巳
騨
（
b
。
ド
）
、
曽
沁
肉
置
　
〔
ド
Q
。
り
窃
〕
噛
ω
や
置
O
）
を
否
定
し
さ

　
る
に
充
分
な
根
拠
は
求
め
が
た
い
が
、
一
応
セ
レ
ゥ
コ
ス
朝
の
建
設
と
し
て
お
く
。

　
も
と
は
モ
ル
デ
ィ
ア
イ
オ
ソ
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
　
ω
8
℃
群
　
b
ご
《
N
こ
　
。
・
◆
〈
・

　
、
亀
越
謡
e
ミ
寝
（
ミ
）
．

　
ロ
ー
マ
時
代
の
碑
文
（
器
沁
”
麟
押
ω
ド
倉
ω
霜
噛
ら
。
一
◎
。
嘲
G
。
吋
膳
）
お
よ
び
貨
幣
（
霞
¢
9
負

　
ミ
纂
』
≦
ミ
筆
”
や
刈
O
①
）
に
．
手
職
。
謡
e
ミ
働
↓
ミ
這
薯
ヘ
ミ
①
為
勲
驚
り
肉
o
N
e
ヒ
。
へ

　
の
語
が
み
え
る
。
こ
の
ト
ラ
キ
ア
人
、
リ
ュ
キ
ア
入
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
移
佐
の
暗
期
を
、
セ
レ
ゥ
コ
ス
朝
支
配
期
、
ア
ッ
タ
ロ
ス
朝
支
配
期
、
ロ
ー
マ
支

　
配
期
の
ど
れ
と
み
る
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
諸
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。
上

　
に
あ
げ
た
文
献
の
ほ
か
、
以
下
を
参
照
。
い
O
．
ρ
≧
己
。
門
ω
o
ジ
遠
切
メ
＜
H
置

　
〔
目
。
。
り
。
。
〕
”
℃
℃
■
㊤
①
～
㊤
㊤
旧
1
＜
罪
質
貯
σ
q
ε
ロ
讐
一
＝
い
。
切
霧
簿
≦
器
象
凝
ε
間
ど

　
さ
§
こ
黛
画
§
い
O
§
遷
§
恥
ミ
ト
ミ
帆
ミ
号
し
。
。
刈
O
～
“
①
噛
目
同
胃
唱
9
b
。
㊤
ω
～
罐
巴
口
μ
・

　
一
一
霧
（
筆
者
未
見
）
…
≦
■
録
図
鍵
⇒
璋
ざ
。
D
砕
亀
一
。
ω
ぎ
窪
。
影
。
旨
雪
勺
δ
＜
貯
。
①

　
O
斗
出
二
2
㍉
笥
の
×
コ
〔
一
露
悼
）
’
づ
で
．
一
。
。
轟
～
。
。
し
肖
”
ご
カ
0
9
ユ
魑
～
W
ミ
㍗
憩
需
メ

　
〔
お
ゆ
。
。
〕
’
宰
き
刈
（
筆
者
未
見
）
…
》
［
び
麟
≡
ざ
ざ
。
》
ミ
．
噛
》
ω
逡
き
8
？

　
↓
霞
許
電
9
℃
．
H
α
Q
。
圏
も
し
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
に
よ
る
植
民
に
さ
か
の
ぼ
る
の
で
あ

　
れ
ば
、
ト
ラ
キ
ア
人
、
リ
ュ
キ
ア
人
が
地
区
を
な
し
て
住
ん
で
い
た
と
す
る
ラ
ム

　
ゼ
イ
の
説
が
興
味
深
い
も
の
と
な
る
。

②
〔
、
窺
曾
q
き
奏
こ
軌
黛
。
り
津
§
。
N
嵩
§
き
ミ
§
①
〕
も
§
§
さ
N
。
＆
℃

　
輔
晋
に
食
含
”
ノ
＜
．
蜜
．
0
9
箆
曾
「
眺
㍉
眺
×
×
憂
く
H
〔
H
8
b
o
〕
’
や
ホ
ω
．
o
播
芝
．

　
図
£
ρ
．
属
＄
娼
。
嵩
ω
（
嵩
）
、
肉
肉
×
＜
剖
〔
6
ω
G
”
〕
笥
。
っ
唱
や
b
。
旨
Φ
～
卜
。
ご
犀
0
9
罫

　
ミ
N
驚
塑
℃
や
悼
9
。
心
～
ω
①
無
豪
雪

③
ア
ソ
テ
ィ
オ
コ
ス
一
世
に
よ
る
建
設
の
可
能
性
が
つ
よ
い
が
、
確
た
る
理
由
が

　
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
初
期
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
の
建
設
と
み
る
こ
と
に
つ

　
い
て
の
異
説
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
目
ω
。
剛
δ
三
（
o
美
。
ざ
ω
慈
黛
。
σ
q
旨
下
身
煮
。
膨
こ

　
ω
Q
D
。
二
目
乙
ミ
O
…
b
⇔
巴
0
9
勺
§
’
ミ
ニ
Q
Q
■
b
。
紹
…
冒
き
。
。
噛
G
朗
笥
抽
や
這
ご

　
寓
塑
σ
q
一
Φ
－
§
’
禽
野
H
押
娼
．
戸
ω
δ
嵩
9
0
曽
。

　
マ
イ
ア
ソ
ド
ロ
ス
河
畔
の
マ
グ
ネ
シ
ア
の
市
民
の
移
住
が
あ
っ
た
こ
と
を
ス
ト
ラ

　
ボ
ソ
は
伝
え
る
が
（
ω
宵
■
．
×
目
H
．
。
。
層
其
℃
』
ミ
）
、
他
方
、
　
こ
の
地
域
に
は
ヘ

　
レ
ニ
ズ
ム
期
以
前
か
ら
、
メ
ソ
・
ア
ス
カ
エ
ノ
ス
神
殿
の
領
地
と
し
て
、
土
着
の

　
村
落
が
発
達
し
て
い
た
こ
と
を
い
い
そ
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
7
宣
。
q
幽
ρ
o
笹

　
無
W
‘
H
噛
ワ
ホ
『
．

　
か
つ
て
ラ
ム
ゼ
イ
は
、
市
島
リ
ス
ト
を
記
載
し
た
ロ
ー
マ
時
代
以
前
の
碑
文
が
発

　
見
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
市
畏
は
す
べ
て
ト
ラ
キ
ア
人
で
あ
る
、
と
報
告
し
た
。

　
男
ρ
ヨ
紹
ざ
。
㌧
■
ミ
こ
や
同
◎
。
①
・
こ
れ
は
ぎ
わ
め
て
重
要
な
報
告
と
い
わ
ね
ば
な

　
ら
な
い
が
、
彼
は
つ
い
に
碑
文
を
公
表
し
な
い
ま
ま
逝
き
、
今
日
な
お
、
詳
纒
は

　
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
o
h
．
ヵ
。
げ
⑦
茎
ン
、
o
ミ
偽
こ
℃
璽
ω
8
き
8
も
。
’

④
　
古
代
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
マ
ル
グ
（
現
メ
ル
ヴ
）
で
あ
る
。
ス
ト
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ラ
ボ
ン
と
プ
リ
ニ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
ア
レ
ク
サ
ソ
ド
μ
ス
が
ア
レ
ク
サ
ン
ボ
レ
イ

　
ア
と
し
て
建
設
し
た
の
ち
、
バ
ル
バ
ロ
イ
に
よ
っ
て
荒
廃
せ
し
め
ら
れ
て
い
た
の

　
を
、
ア
ソ
テ
ィ
オ
コ
ス
一
世
が
再
建
し
た
の
だ
と
い
う
。
ω
け
ジ
メ
劉
同
ρ
悼
二
）
．

　
黛
O
嚇
勺
賦
爵
‘
窪
く
押
罷
”
烏
扇
な
お
、
チ
ェ
リ
コ
ヴ
ァ
ー
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

　
ス
の
建
設
を
疑
問
視
す
る
が
、
ア
ソ
テ
ィ
オ
コ
ス
　
世
の
建
設
は
認
め
る
立
場
を

　
と
っ
て
い
る
。
目
ω
0
7
0
門
埠
。
毛
⑦
づ
ω
象
象
①
q
a
葺
二
八
ロ
昌
σ
q
o
コ
ニ
Q
Q
顧
ド
0
9
タ
ー
ン
は
、

　
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
記
事
に
み
え
る
Q
Q
団
ユ
騨
ヨ
の
語
に
注
目
し
、
移
住
者
中
シ
リ
ア

　
人
が
大
き
な
割
合
を
占
め
た
こ
と
に
よ
る
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
6
貧
ジ
O
塁
や
戸
伊
し
か
し
、
は
た
し
て
そ
う
で
あ
る
か
ど
う
か
、
疑
問
の
あ

　
る
と
こ
ろ
と
思
う
。

⑤
℃
ぎ
こ
是
く
’
G
。
圃
讐
趨
O
…
窮
釦
H
＜
レ
ω
銀
…
出
。
器
韓
無
噸
留
目
亀
・
閣
や

　
①
G
。
駆
。
“
も
と
ペ
ル
シ
ア
の
キ
ュ
ロ
ス
が
ヒ
ュ
ル
カ
ニ
ア
人
を
移
住
さ
せ
た
植
民
地

　
で
あ
っ
た
。
　
炉
口
。
ぴ
ω
詳
㌔
穿
灼
、
§
鳶
＆
＜
H
〔
ド
譲
◎
。
〕
、
℃
海
㊤
…
｝
9
6
ρ
G
鴇
簿

　
鳴
。
G
。
◎
。
■
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
の
移
住
に
関
し
て
は
切
出
震
ヨ
彩
層
。
平
戸
w
‘
や
G
。
。
。
’

⑥
コ
ぎ
讐
憂
く
”
ω
ド
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来
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ら
れ
て
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以
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に
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さ
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と
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に
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ら
れ
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。
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Greeks　and’　Non－Greeks　in　the　Cities　of　Hellenistic　Asia

　　by

C．　Ohto

　　The　early　kings　of　the　Seieucids　knew　the　wea！〈ness　of　their　position

as　rulers　over　their　vast　and　strange　territoryi　Their　empire　was　a

framework　which　coVered　a　multitude　of　pebpleS　and　cultures，　and　it

w．qs　necessary　tp．　give　the　framework　substance　aAd　strength．　To　this

6nd，’they　set　td　work　tb　fi111most　of　western　Asia．’with　Greek　．　cities

and　settlements．　Usu．allY，’th6ugh　by　no　means　a］way＄，　these　citi．es　and

settlements　were　located　at　or　beside　native　viilages　and　cities，　’and’

must　have　contained　many　non－Greeks　within　their　wa11s，　though　the

local　riatives　lived　1argeiy　in　suburbs　outside．　How　were　the　non－Greeks

within　the　wall　organized　and　administrated？

　　We　cannot　throw　much　light　on　this　question．　Circumstances　were

different　in　each　case　and　we　have　too　little　information．　ln　many　cities，

however，　it　seems　that　non7Greeks．．，w．ere．　assigned　their　districts　and

distinguished　from　Greeks．　lt　cannot　be　assumed，　as　often　supposed，

that　there　．　was　Widespread　・harmonY　between／’Greeks．　and…non一’Greeks．

’The　Finance　of　Han藩．in．．the．Early　Bakuhan・Regime幕藩体制；

　　　　　　　　　　ACase　Study　of．．　a．Fudai－1）aim夕。譜代大名；

　　　　　　　　　　　　　　　　Sa，leai／　Obama一ノi1：an　酒井4、二丁

　　by

J．　Fujii

　　’1’his　article　will　focus　on　the　preblem　of　the　reproduction　strueture

6f　the　sei9ロiority　of　the　eariy　Bakuhan　RegiM6．幕藩体制t拙ough　a　case

study．of　a　Fudai－1）α麹yo譜代大名，　Sakai－Obama－han酒井小浜藩．

　　Tho’dgh　not　abundant　in　itS　agricultural　productions　Obama－han，　eco－

nomically　based　on　the　land－tax　revenue　whieh　was　made　possible　by

the　substitution　of　the　unified　control　ovet　the　country　for　the　old　local

fief　systemi　coped　with　their　rice　paid　as　land－tax　・luctatively，　because

of．itS　geographical　nearness．　to　Kinai・畿内central　Market　and　its．fa面lil

arity’ with　the　econoMic　information　as　a　chief　ministbr　of　Bakufu．

FUrth6rmore，　Obamdl－Hani　holding　Tstimga藪賀and　’ObaMa．小浜：as　r61ay

ports　between　the　northern　countties　・and　the　’6entral　i’cou’ntri6s’，　・levied

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈140）




